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田中德尚
ガバナー

福士
 満ガ

バナー
補佐

●
第
５
グ
ル
ー
プ
は
、

上
尾･

鴻
巣･

北
本･

桶
川
と
、
４
市
８
ク
ラ
ブ
か
ら
な
り
、
地
区
の
一
番
北
に

位
置
し
ま
す
。
今
年
か
ら
『
上
尾
東
』
が
な
く
な
り
、『
上
尾
』
を
長
男
に
し

た
８
人
兄
弟
が
、
会
員
増
強
は
も
ち
ろ
ん
女
性
会
員
の
獲
得
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

●
８
ク
ラ
ブ
共
50
名
以
下
で
す
が
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
楽
し
く
意
義
の
あ
る
活

動
を
ガ
ン
バ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
本
年
度
は
周
年
事
業
が
多
い
年
。
こ
の

節
目
に
各
ク
ラ
ブ
は
大
き
く
飛
翔
し
ま
す
。
各
会
長
の
個
性
で
、
楽
し
く
豊

か
な
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
な
ら
第
５
グ
ル
ー
プ
で
す
。　
　
　
　
　（
福
士
　
満
）

表紙の題字は牧内操研修リーダー

島村
 健 （
上尾
）片桐

 勇 （
上尾
西）

白石春彦 （北本）

寺澤銀三 （鴻巣水曜）
佐藤芳隆 （

鴻巣）
武内 昇 （上尾北）

他
に 

栗
原
広
孝 

（
桶
川
）

他
に 

橋
口
康
道 

（
桶
川
イ
ブ
ニ
ン
グ
）　

場
所
は
川
口
駅
西
口
、
駅
直
結
の
リ
リ
ア
で
す
。

日
本
で
い
ち
ば
ん
駅
か
ら
近
い
大
ホ
ー
ル
で
す
。

本
会
議
は
１
日
だ
け
。
18
日 

12
時
開
会
〜
午
後 

18
時
位
迄
。

昼
食
は
出
な
い
の
で
食
べ
て
来
て
く
だ
さ
い
ネ
。

い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
来
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

今
ま
で
は
す
ぐ
帰
っ
て
し
ま
う
方
が
多
か
っ
た
し…

。

最
初
か
ら
最
後
ま
で
い
て
く
れ
る
か
？　
心
配
で
す
。

登
録
料
を
い
た
だ
い
て
地
区
大
会
を
や
る
の
な
ら
、

喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
残
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、

ホ
ス
ト
の 

11
グ
ル
ー
プ
は
、
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
仕
掛
け
も
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
。

突
飛
な
地
区
大
会
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

失
敗
す
る
の
は
困
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
一
度
、

今
ま
で
と
違
う
コ
ト
も
や
っ
て
み
よ
う
！

こ
れ
が
本
音
で
す
。
面
白
が
っ
て
見
に
来
て
下
さ
い
。

今
年
の
ガ
バ
ナ
ー
方
針
は
「
出
席
か
ら
参
加
へ
」
で
す
。

ク
ラ
ブ
紹
介
は
、
本
会
議
の
い
ち
ば
ん
最
後
に
や
り
ま
す
。

つ
づ
く
懇
親
会
で
は
「
お
楽
し
み
大
抽
選
会
」
も
用
意
し
ま
し
た
。

〔
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
〕
川
口
Ｒ
Ｃ　
〔
コ
・
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
〕
鳩
ヶ
谷
Ｒ
Ｃ
、
川
口
東
Ｒ
Ｃ

川
口
・
鳩
ヶ
谷
武
南
Ｒ
Ｃ
、
川
口
モ
ー
ニ
ン
グ
Ｒ
Ｃ
、
川
口
南
Ｒ
Ｃ
、
川
口
シ
テ
ィ
鳩
ヶ
谷
Ｒ
Ｃ

総
出
で 

お
招
き
！

グ
ル
ー
プ

地区大会の幕が開く
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！
き
招
お
で
出
総１１月１７日（土）　

■地区指導者育成セミナー　
　 9時30分 登録開始　１０時 点鐘
　 11時50分 点鐘　 
　 (川口 リリア 音楽ホール)
　●講師　ホシザキ電機（株）会長　坂本精志様
　　　　　　　　　　　　　（名古屋名東ＲＣ）
　●講師　ＲＩ研修リーダー　桑原 茂様
　　　　　（第2520地区 パストガバナー）

■財団・米山 午餐会
　１２時2０分 開会　１３時２０分 閉会
　　（川口 リリア １４階 銀座アスター）

■新世代・学友交流会=発表会
　１３時４０分 開会　１６時5０分 閉会
　　（川口 リリア 音楽ホール）

■地区大会本会議
１１時３０分   登録開始
12時 15分　RI会長代理入場　
１２時35分   点鐘
１7時45分   点鐘
（川口 リリア メインホール）
●〔記念講演〕　
   輝いて生きる
　　　　ジュディ・オング氏

１１月１8日（日）　

■同時開催
 『友愛の広場』
（川口 リリア メインホールロビー）
１1時30分～１７時
各種展示や、東日本大震災復興
支援のための物産などが並びます。

■懇親会・抽選会
18時　　 　 開会　
18時30分　大抽選会
18時50分　閉会
（川口 リリア 展示ホール）

11
月 

17
日(

土)

・
18
日
（
日
）
は
、
地
区
大
会
で
す
。

地区指導者育成セミナーは、当初の予定より
30分早く開始になっております。■ＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

　１７時３０分 登録開始　１８時 開宴　
　 20時 閉宴
　　（浦和 ロイヤルパインズホテル  ロイヤルクラウン）
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ガ
バ
ナ
ー
挨
拶

財
団

11
月
、
財
団
月
間
と
地
区
大
会
を
迎
え
て

ガ
バ
ナ
ー  

田
中 

德
尚

　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

　
冬
の
気
配
漂
う
11
月
と
な
り

ま
し
た
。
早
い
も
の
で
ガ
バ

ナ
ー
に
就
任
し
て
か
ら
５
ヶ
月

目
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
公
式
訪
問
も
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
ク
ラ
ブ
ご
と
に
素
晴
ら

し
い
ご
歓
迎
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
特
に
日
程
調
整
に
迅
速
な

ご
対
応
を
頂
い
た
こ
と
で
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
公
式
訪
問
の
為
に
準

備
を
整
え
て
下
さ
っ
て
い
る
各

ク
ラ
ブ
の
皆
様
、
地
区
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
伺
う
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
地
区
大
会
ま
で
に
は
各
ク

ラ
ブ
の
皆
様
に
田
中
作
次
Ｒ
Ｉ

会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
伝
え

す
べ
く
、
全
て
の
ク
ラ
ブ
を
回

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
公
式
訪
問
中
に
は

ベ
テ
ラ
ン
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
か

ら
今
は
亡
き
父
・
田
中
德
兵
衛

の
思
い
出
を
語
っ
て
頂
く
事
も

あ
り
ま
し
た
。
父
が
ガ
バ
ナ
ー

を
務
め
て
い
た
１
９
８
５
〜
８

６
年
度
の
地
区
テ
ー
マ
「Y

ou
 

are th
e key

」
に
ち
な
ん
だ
懐

か
し
い
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
は
印
象
的
で
す
。

　
父
が
他
界
し
て
７
年
近
く
経

ち
ま
す
が
、
父
の
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
と
し
て
の
功
績
を
考
え
る
と
、

や
は
り
「
田
中
德
兵
衛
冠
名
基

金
」
の
設
立
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
基
金
は
、
母
の
友

人
の
ご
子
息
が
自
閉
症
で
苦
労

さ
れ
て
い
た
事
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
こ
の
分
野
で
活
躍
で
き

る
日
本
人
を
育
て
よ
う
と
い
う

目
的
の
も
と
ア
ジ
ア
で
初
め
て

設
立
さ
れ
、
今
に
至
る
ま
で
６

名
の
研
究
者
を
奨
学
生
と
し
て

送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
冠
名

基
金
の
素
晴
ら
し
い
点
は
、
そ

の
地
位
を
世
代
間
で
継
承
で
き

る
こ
と
で
あ
り
、
私
も
「
田
中

德
兵
衛･

德
尚
冠
名
基
金
」
と
し

て
寄
付
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　
財
団
へ
の
寄
付
は
、
大
き
く

分
け
る
と
﹇
年
次
寄
付
﹈
と
﹇
恒

久
基
金
﹈
に
分
か
れ
ま
す
。﹇
年

次
寄
付
﹈
は
、
３
年
後
に
半
額

が
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
ド
と
し
て

世
界
で
使
わ
れ
、
半
額
が
地
区

補
助
金
と
し
て
戻
っ
て
き
ま
す
。

一
方
、﹇
恒
久
基
金
﹈
は
元
本
を

使
わ
ず
に
運
用
収
益
が
補
助
金

と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち

も
財
団
の
補
助
金
を
使
っ
て
地

域
や
世
界
に
良
い
こ
と
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
は
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
セ

ン
タ
ー
大
口
寄
付
推
進
計
画
委

員
会
に
津
田
健
三
パ
ス
ト
・
ガ

バ
ナ
ー
が
委
員
と
し
て
任
命
さ

れ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
セ
ン
タ
ー

支
援
の
た
め
の
資
金
の
確
保
に

尽
力
さ
れ
る
傍
ら
、
ご
自
身
も

冠
名
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
基
金
を
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
皆
様
に
お
願
い
し
た

い
の
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
セ

ン
タ
ー
冠
名
基
金
へ
の
ご
協
力

で
す
。
こ
れ
は
、
２
万
５
千
ド

ル
＝
約
二
百
万
円
で
設
立
す
る

こ
と
が
で
き
、
冠
名
基
金
と
し

て
名
前
を
付
け
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
例
え
ば
、
お
孫
様
の
お

誕
生
記
念
を
祝
っ
て
そ
の
名
を

冠
し
た
基
金
や
、
会
社
の
事
業

発
展
を
祝
っ
て
命
名
し
た
基
金

な
ど
、
嬉
し
い
こ
と
を
長
く
記

憶
に
留
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

是
非
ご
協
力
下
さ
い
。

　
当
地
区
に
お
き
ま
し
て
今
年

度
は
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
・
米
山

記
念
奨
学
会
と
も
に
素
晴
ら
し

い
成
績
が
出
て
お
り
、
全
国
平

均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
第
２
７
７
０
地
区
と
し

て
誇
り
高
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
っ
て
い
る
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
日
々
我
々
は
最
も
得
意
な
分

野
で
事
業
や
専
門
職
を
営
み
職

業
奉
仕
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
才
能
あ
る
若
者

を
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
や
米
山
記

念
奨
学
会
を
通
し
て
支
援
し
て

お
り
ま
す
。

　
ゲ
ー
テ
の
言
葉
に
「
耳
あ
る

も
の
は
聞
く
べ
し 

金
あ
る
者
は

使
う
べ
し
」
と
い
う
名
言
が
あ

り
ま
す
。
お
金
は
使
っ
て
意
味

が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
は
説
得

力
の
あ
る
賢
い
言
葉
で
す
ね
。

　
さ
て
、
今
年
の
地
区
大
会
に

つ
い
て
皆
様
に
ご
紹
介
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
ま
ず
は
大
会
１

日
目
と
な
り
ま
す
11
月
17
日
土

曜
日
は
、
午
前
中
に
地
区
指
導

者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
や

米
山
記
念
奨
学
会
の
メ

ジ
ャ
ー
ド
ナ
ー
に
対
し
て
午

餐
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

同
日
午
後
に
は
新
世
代
（
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
、
ロ
ー
タ
ー
ア
ク

ト
、
ラ
イ
ラ
リ
ア
ン
、
青
少
年

交
換
留
学
生
）、
財
団
奨
学
生
、

米
山
奨
学
生
の
発
表
を
行
い
ま

す
。
彼
ら
の
活
躍
を
直
接
聞
く

事
に
よ
り
、
我
々
の
支
援
が
ど

の
よ
う
に
実
を
結
ん
で
い
る
か
お

確
か
め
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
つ
づ
い
て
11
月
18
日
日
曜
日
に

は
、
元
Ｒ
Ｉ
会
長
Ｄ
．Ｋ
．
リ
ー
（
李

東
建
）
氏
を
会
長
代
理
と
し
て
お

迎
え
し
、
本
会
議
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
新
た
な
試
み
と
し
て

本
会
議
は
１
日
の
み
に
し
ま
し

た
。
是
非
多
く
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

が
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ

リ
ア
に
お
越
し
頂
き
、
有
意
義

な
大
会
と
な
り
ま
す
よ
う
に
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
、
心
よ
り

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　　
奉
仕
を
通
じ
て
平
和
を

 

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、

「
奉
仕
を
通
じ
て
平
和
を
」
と

田
中
作
次
Ｒ
Ⅰ
会
長
は
述
べ
て

お
ら
れ
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
は
１
９
１

７
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
国
際
大
会

で
、
ア
ー
チ･

Ｃ･

ク
ラ
ン
フ
が

｢

全
世
界
的
な
規
模
で
慈
善
、

教
育
、
社
会
奉
仕
の
分
野
で
よ

り
よ
き
こ
と
を
し
よ
う｣

と
提

唱
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
が
創

立
さ
れ
ま
し
た
。

●
２
０
０
７
年
の
規
定
審
議
会

の
決
議
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
財

団
の
使
命
「
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
、

人
々
の
健
康
状
態
を
改
善
し
、

教
育
へ
の
支
援
を
高
め
、
貧
困

を
救
済
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

世
界
理
解
、
親
善
、
平
和
を
達

成
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
精
神
は
、
ま
も
な
く
百

周
年
を
迎
え
る
今
日
に
於
か
れ

て
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

●「
未
来
の
夢
計
画
」
が
推
奨

さ
れ
、
我
が
地
区
は
も
と
よ
り

世
界
で
百
地
区
が
パ
イ
ロ
ッ
ト

地
区
と
し
て
未
来
の
夢
計
画
に

取
り
組
み
３
年
度
目
と
な
り
ま

す
が
、
世
界
の
ク
ラ
ブ
は
パ
イ

ロ
ッ
ト
、
ノ
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
地

区
に
拘
ら
ず
世
界
中
の
発
展
途

上
国
や
貧
困
国
に
対
し
て
人
道

的
支
援
、
教
育
的
支
援
に
目
を

向
け
て
活
発
に
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
は
、
会
員

の
皆
様
よ
り
寄
付
を
頂
く
、
頂

い
た
寄
付
を
運
用
す
る
と
い
う

２
面
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
寄
付
の
種
類

■
使
途
指
定
寄
付

[

ポ
リ
オ
・
プ
ラ
ス]

資
金
の
使
途
を
特
定
し
て
運
用
す

る
寄
付
で
す
。

■
年
次
寄
付

寄
付
の
基
礎
で
あ
り
、
使
い
道

を
指
定
す
る
こ
と
な
く
寄
付
後

３
年
間
運
用
し
、
３
年
後
に
地
区

の
年
次
寄
付
総
額
の
50
％
が
地
区

財
団
活
動
資
金
（
Ｄ
Ｄ
Ｆ
）
と

し
て
地
区
に
還
元
さ
れ
、
残
り

の
50
％
は
国
際
財
団
活
動
資
金

（
Ｗ
Ｆ
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

■
恒
久
基
金

恒
久
基
金
は
、
寄
付
さ
れ
た
元

金
は
使
わ
ず
、
投
資
に
運
用
し

て
得
ら
れ
た
収
益
を
地
区
財
団

活
動
資
金
に
50
％
、
国
際
財
団

活
動
資
金
に
50
％
配
分
さ
れ
て

使
わ
れ
ま
す
。

◆
寄
付
を
頂
く
委
員
会

■
ポ
リ
オ
・
プ
ラ
ス
委
員
会

●
ポ
リ
オ
撲
滅
は
、
国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
の
フ
ラ
ッ
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
も
あ
り
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間
の｢

財
団
情
報
最
前
線｣

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
部
門
委
員
長
　
植
野
正
裕

(

戸
田
Ｒ
Ｃ)
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財
団

財
団

●
１
９
７
９
年
９
月
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
生
後
３
ヶ
月
か
ら

36
ヶ
月
の
子
供
約
六
百
万
人

に
対
し
て
、
５
ヶ
年
計
画
で

ポ
リ
オ
免
疫
活
動
を
行
っ
た

の
が
ポ
リ
オ
撲
滅
活
動
の
第

一
歩
で
あ
り
ま
す
。

●
１
９
８
５
年
に
国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
創
立
80
周
年
に
当
た

り
「
世
界
か
ら
ポ
リ
オ
を
な

く
そ
う
」
と
ポ
リ
オ
撲
滅
活

動
を
開
始
し
、
１
９
８
８
年

の
世
界
保
健
機
構
の
世
界
総

会
で
賛
同
を
得
た
こ
と
に
よ

り
、
世
界
的
活
動
に
発
展
い

た
し
ま
し
た
。

●
２
０
０
７
年
の
規
定
審
議

会
で
、
ポ
リ
オ
撲
滅
を
最
優

先
事
項
と
す
る
こ
と
を
承

認
、
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

●
２
０
０
７
年
に
ビ
ル
ア
ン

ド
メ
リ
ン
ダ
ゲ
イ
ツ
財
団
が

ポ
リ
オ
撲
滅
に
１
億
ド
ル
の

支
援
を
約
束
、
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
も
同
額
の
１
億
ド
ル
を
集

め
る
条
件
に
、｢

１
億
ド
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ｣

と
し
て
、
一
人

年
30
ド
ル
を
目
標
に
募
金
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
翌
２
０
０
８
年
の
国
際
大

会
で
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
氏
よ

り
さ
ら
に
２
億
５
千
５
百
万

ド
ル
の
追
加
支
援
の
約
束
に

よ
り
、
２
０
１
２
年
６
月
迄

に
２
億
ド
ル
を
目
標
に
「
２

億
ド
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
２
億
ド
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
、
２
０
１
２
年
１
月
16
日

に
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

●
今
年
度
は
一
人
当
り
30
ド

ル
以
上
の
寄
付
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

ポ
リ
オ
撲
滅
運
動
の
現
況

　
　
　

●
つ
い
に
イ
ン
ド
は
常
在
国
よ

り
除
か
れ
ま
し
た
。

●
１
９
８
５
年
当
時
、
毎
年
30

万
人
以
上
の
発
症
例
が
報
告
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
世
界
中

で
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
急
激
に
発
症
例
は

減
少
し
最
近
で
は
上
記
の
状
況

で
あ
り
ま
す
。

●
ポ
リ
オ
野
生
株
の
99
％
は
撲

滅
さ
れ
ま
し
た
。
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
ま
で
き
て
お
り
ま
す
が
、

常
在
国
３
ヶ
国
で
は
内
戦
や
宗

教
上
の
問
題
等
が
山
積
み
し
て

お
り
、
撲
滅
ま
で
に
は
今
し
ば

ら
く
時
間
が
か
か
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

●
全
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
取
り
組

ん
で
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
資
金
推
進
委
員
会

●
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
確
実
か
つ
、
継
続
的
に

行
な
う
た
め
の
活
動
資
金
で
あ

る
、
年
次
寄
付
お
よ
び
恒
久
基

金
寄
付
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
懇

請
す
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
標
語
で

あ
り
ま
す
『
世
界
で
、
よ
い
こ

と
を
し
よ
う
』
を
実
行
す
る
た

め
に
、
皆
様
の
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
寄
付
目
標
額

年
次
寄
付
一
人
当
り 

2
百
ド
ル

ポ
リ
オ･

プ
ラ
ス
一
人
当
り 

30
ド
ル

■
恒
久
基
金
寄
付

○
会
員
50
名
未
満
の
ク
ラ
ブ

　
べ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
　
１
名

○
会
員
50
名
以
上
の
ク
ラ
ブ
　

　
べ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
　
２
名

○
べ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
の
寄
付
額

は
、
千
ド
ル
で
す
。

◆
寄
付
を
利
用
す
る

　
委
員
会

年
次
寄
付
総
額
の
50
%
が
地
区

財
団
活
動
資
金
（
Ｄ
Ｄ
Ｆ
）
と

し
て
地
区
に
還
元
さ
れ
た
資
金

を
左
記
の
委
員
会
で
使
用
し
ま

す
。

2010年

21

25

144

42

232

1117

1349

2011年

62

80

198

1

341

309

650

2012年 7/3

52

10

22

0

84

４

88

最近の発症例

2012/ 6/ 5

2012/ 5/29

2012/ 5/22

2011/ 1/13

国 名

ナ イ ジ ェ リ ア

アフガニスタン

パ キ ス タ ン

イ ン ド

野生株常在国計

そ の 他 の 国

合 　 　 計

■
補
助
金
委
員
会

●
地
区
活
動
資
金
＝
Ｄ
Ｄ
Ｆ

（
新
地
区
補
助
金
、
グ
ロ
ー
バ

ル
補
助
金
）
の
資
金
管
理
全

般
を
担
当
し
ま
す
。

○
ク
ラ
ブ
が
補
助
金
の
参
加

資
格
を
取
得
出
来
る
よ
う
に

指
導
す
る
。

○
全
補
助
金
に
つ
い
て
、
ロ
ー

タ
リ
ー
財
団
へ
の
使
用
申
請
、

結
果
報
告
、
適
切
な
資
金
運

営
の
管
理
す
る
。

○
ク
ラ
ブ
と
地
区
へ
の
補
助

金
の
配
分
に
つ
い
て
の
方
針

作
成
と
、
適
正
に
運
用
さ
れ

て
い
る
か
の
管
理
・
補
助
金

使
用
の
活
動
で
、
資
金
の
乱

用
や
不
正
行
為
が
疑
わ
れ
る

場
合
の
財
団
へ
の
報
告
と
調

査
を
す
る
。

■
財
団
奨
学･

平
和
フ
ェ
ロ
ー･

　
学
友
委
員
会

◆
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
奨
学

●
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
が
提
供

す
る
世
界
で
最
も
大
き
い
国

際
的
な
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
奨
学
生
は
外
国
へ
留
学

す
る
か
た
わ
ら
、
非
公
式
の
親

善
使
節
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

●
１
９
４
７
年
以
来
、
ロ
ー
タ

リ
ー
財
団
の
最
も
古
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
世
界
中
か
ら
４
万

７
千
人
以
上
の
学
生
に
奨
学

金
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
帰
国
後
は
、
留
学
中
の
勉

強
や
親
善
使
節
と
し
て
の
体

験
談
を
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
や
そ

の
他
の
人
々
に
伝
え
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
ロ
ー
タ
リ
ー

　
平
和
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

●
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
は
、
世
界

理
解
と
平
和
・
紛
争
解
決
に
捧

げ
る
姿
勢
を
持
ち
、
世
界
を
良

い
方
向
に
変
え
て
い
く
担
い
手

（
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
フ
ェ
ロ
ー
）

を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
２
０
０
２
年
に
創
設
し
ま

し
た
。

●
毎
年
７
つ
の
「
紛
争
の
解
決

と
平
和
に
お
け
る
国
際
問
題
研

究
の
た
め
の
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和

セ
ン
タ
ー
」（
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和

セ
ン
タ
ー
）
で
60
名
の
ロ
ー
タ

リ
ー
平
和
フ
ェ
ロ
ー
を
支
援
し

て
お
り
ま
す
。

●
２
７
７
０
地
区
は
、
近
隣
５

地
区
と
と
も
に
国
際
基
督
教
大

学
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
に
お
け
る
「
紛
争

の
解
決
と
平
和
に
お
け
る
国
際

問
題
研
究
の
た
め
の
ロ
ー
タ
リ
ー

平
和
セ
ン
タ
ー
」を
支
援
す
る
ロ
ー

タ
リ
ー
平
和
推
進
地
区
で
す
。

●
ま
た
委
員
会
で
は
、
近
隣
地

区
と
で
構
成
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー

平
和
フ
ェ
ロ
ー
ホ
ス
ト
エ
リ
ア
協

議
会
の
一
員
と
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
で

学
ぶ
平
和
フ
ェ
ロ
ー
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
委
嘱
し
て
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

◆
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
学
友

●
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
学
友
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
た
、
財
団
奨
学
生
、

Ｇ
Ｓ
Ｅ
及
び
Ｖ
Ｔ
Ｔ
派
遣
メ
ン

バ
ー
、
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
終
了
し
ま
す
と
、
ロ
ー
タ

リ
ー
財
団
学
友
の
資
格
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

●
学
友
の
活
動
は
、
留
学
中
や

訪
問
国
先
で
の
体
験
談
等
を
各

ク
ラ
ブ
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
報

告
、
学
友
同
士
の
交
流
、
後
輩

奨
学
生
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
等
で
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
職
業
研
修
チ
ー
ム
（
Ｖ
Ｔ
Ｔ
）

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
職
業
研
修
チ
ー
ム

(V
ocation

alT
rainin

g
T
eam

)

●
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
他
国

に
お
け
る
自
分
と
同
じ
職
業
の

実
践
の
様
子
を
理
解
し
、
個
人

的
か
つ
職
業
上
の
関
係
を
育

み
、
意
見
等
を
交
換
し
合
い
な

が
ら
研
修
し
ま
す
。

●
一
生
に
一
度
の
充
実
し
た
体

験
を
味
わ
い
、
専
門
分
野
に
つ

い
て
よ
り
理
解
を
深
め
、
文
化

的
な
視
野
も
広
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
歴
史
や
職
業
等

に
関
す
る
新
た
な
理
解
を
得
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
貢
献
に

寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
新
地
区
補
助
金
運
営
委
員
会

●
新
地
区
補
助
金
は
、
１
年
以

内
の
比
較
的
短
期
の
活
動
資
金

に
使
用
さ
れ
ま
す
。
人
道
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
教
育
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
国
内
・
海
外
を

問
わ
ず
、
ま
た
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
有
無
、
パ
イ
ロ
ツ
ト
地

区
、
ノ
ン
・
パ
イ
ロ
ツ
ト
地
区
に

関
係
な
く
、
何
れ
に
も
使
用
で

き
ま
す
。

●
当
地
区
で
は
、
地
区
補
助
金

と
し
て
各
ク
ラ
ブ
の
地
域
社
会

活
動
の
資
金
と
し
て
利
用
し

て
頂
き
今
年
度
は
、
申
請
ク

ラ
ブ
全
ク
ラ
ブ
に
、

★
年
次
寄
付
百
％
以
上
の
ク

ラ
ブ
は
8
4
5
$
（
32
ク
ラ

ブ
）
を
、

★
百
％
未
満
未
の
ク
ラ
ブ
に
は

５
９
２
＄(
27
ク
ラ
ブ)

を
、

合
計
59
ク
ラ
ブ
に
配
分
い
た

し
ま
し
た
。
海
外
地
区
へ
は
、

国
際
奉
仕
委
員
会
へ
お
願
い

し
運
用
し
て
お
り
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
活
動
、
特

に
人
道
的
支
援
は
来
年
度
以
降

も
今
以
上
に
活
発
に
な
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
歴
史
も
２

世
紀
を
あ
と
数
年
で
迎
え
る
中

で
、
財
団
の
活
動
資
金
は
会
員

の
皆
様
の
寄
付
で
賄
わ
れ
て
お

り
、
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



7 6

な
ん
で
も
ラ
ン
キ
ン
グ

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
大
特
集

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
頑
張
っ
て
い
る
私
達
の
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
７
０
地
区
。

全
メ
ン
バ
ー
に
は
配
布
さ
れ
な
い
け
れ
ど
、
素
晴
ら
し
い
報
告
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、

み
な
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

11
月
号
で
は
、
そ
の
中
か
ら
４
冊
の
冊
子
を
選
ん
で
転
載
し
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

ど
れ
も
子
ど
も
達
の
書
い
た
報
告
書
で
す
。
ま
っ
す
ぐ
な
想
い
に
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
の
高
校
生
。
こ
の
３
月
の
韓
国
研
修
の
感
想
文
集
で
す
。

次
に
、
各
高
校
に
置
か
れ
た
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
年
度
版
報
告
書
で
す
。

そ
し
て
、
米
山
奨
学
生
が
富
士
山
登
山
を
始
め
て
10
年
、
そ
の
初
の
感
想
文
集
で
す
。

最
後
に
、
米
山
奨
学
生
の｢

合
同
奉
仕
事
業｣

の
感
想
文
か
ら
も
抜
粋
し
ま
し
た
。

全
原
稿
の
た
っ
た
１
割
程
度
で
す
が
、
全
部
で
102
人
の
声
、[

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
大
特
集]

で
す
。

なんでも 従来、月信で掲載していました「全クラブの会員数と出席率」の表は、
地区ホームページに掲載してありますので、そちらをご参照ください。

200.00

200.00

100.00

6
6
6

年
次
寄
付

ポ
リ
オ

ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー

3

3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

庄和
鴻巣
浦和中
川口シティ鳩ヶ谷
川口北東
春日部西
浦和南
戸田西
八潮みらい
川口中央

96.67
96.47
96.24
95.44
95.22
94.28
93.94
93.69
93.09
92.78

2
3
4
1
6
★
★
8
★
★

財団寄付100％達成クラブ
1
2
3
3
5
6
7
8
9
10

八潮
川口・鳩ヶ谷武南
蓮田
三郷中央
三郷
川口
栗橋
大宮中央
大宮東
大宮南

333.89
139.54
125.00
125.00
124.14
122.54
118.75
108.66
104.17
102.94

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
10
10
10

八潮
大宮東
北本
浦和西
さいたま新都心
川口・鳩ヶ谷武南
川口
大宮中央
大宮北東
浦和中
大宮南
蓮田
越谷

571.85
290.03
185.19
176.47
170.73
155.64
148.81
121.95
101.54
100.00
100.00
100.00
100.00

1
1
3
3
3
3
3
3
3

大宮
八潮
浦和東
浦和中
大宮中央
大宮西
岩槻
大宮北東
桶川

238852.65
212936.90
183309.00
170682.60
163455.75
113870.75
112845.00
89716.25
89186.00
85680.00

米山寄付ベスト10
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

戸田西
大宮北東
春日部
蓮田
川口
八潮
三郷
大宮東
大宮南
吉川

148.15
141.92
135.53
123.61
123.51
111.11
110.78
104.17
103.53
103.13

達成率（％）

前月順位

達成率（％）

※全て9月 3０日現在・各クラブからの報告に基づいたデータです。 （詳しくは地区のホームページをご覧下さい。） （財団寄付地区別データは8月末データ。） 

大宮
大宮南
三郷ウェンズデー
浦和
浦和東
春日部南
八潮
大宮
大宮南東
大宮西
春日部西
越谷北

6
6
6
4
4
4
4
3
3
3
3
3

1
1
1
4
4
4
4
8
8
8
8
8

財
団
寄
付
・
地
区
別
ベ
ス
ト
10

合
計
寄
付
額（
ド
ル
）

2

春日部
蓮田
川口
川口シティ鳩ヶ谷
川口西
戸田西
川口北

3
3
3
3
3
3
3

 　１位　第２７５０地区（東京港区）　　　４６３９名　　　
 　２位　第２７７０地区（さいたま市）　　　
　３位　第２７６０地区（名古屋市）　　　４８４７名　　　
　４位　第２７１０地区（広島市）　　　　３２３５名　　　
　５位　第２６５０地区（京都市）　　　　４６１５名　　　
　６位　第２６６０地区（大阪市）　　　　３７１０名　　　
　７位　第２６８０地区（神戸市）　　　　３０１１名　　　
　８位　第２８００地区（山形南陽市）　　２０２８名　　　
    ９位　第２５９０地区（横浜市）　　　　２２１１名　　　
 10位　第２５７０地区（埼玉東松山市）　１７４６名　

一
人
当
た
り
で
見
る
と
、

我
が
地
区
は

圧
倒
的
な
第
１
位
で
す
！

新
会
員
純
増
ベ
ス
ト
8
（
人
数
）

通
算
出
席
率
ベ
ス
ト
10
出
席
率
（
％
）

★印は前月11位以下よりランクイン

   

内
は
ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
の
所
在
地
で
す
。

会
員
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
締
め
月
が
違
い

ま
す
の
で
、
お
お
よ
そ
に
な
り
ま
す
。

（ ）



9　 8

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
大
特
集

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
大
特
集

昨
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
韓
国
研
修
の
文
集
よ
り
抜
粋
（
２
０
１
２
年
３
月
24
日
〜
29
日
）
参
加
生
徒
46
名
・
教
員
３
名
・
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
５
名
、
総
勢
55
名　

子
ど
も
達
の
感
想
文
を
読
む
と｢

私
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
ろ
う
！｣

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

来
年
１
月
５
日
、
韓
国
の
高
校
生
が
日
本
に
！
。
さ
て
、
来
年
は
部
屋
を
片
付
け
て
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
よ
う
か
。

世
の
中
は
競
争
社
会
か
ら
共
生

社
会
に
代
わ
っ
て
き
た
中
で
の

研
修
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
競
争

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
共
生
社

会
へ
の
ひ
と
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で

あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
こ
の
体
験
で

共
生
社
会
の
意
味
が
少
し
理
解

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
日
本
人
と
韓
国
の
人
達
が

共
に
生
き
て
い
く
礎
に
な
っ
て

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

12
〜
13
年
度
は
３
７
５
０
地
区

と
の
交
流
25
周
年
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
交
流
が
途
絶
え
る
こ
と

な
く
継
続
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
致
し
ま
す
。

今
年
の
１
月
７
日
、
総
勢
60
名

の
皆
様
が
３
７
５
０
地
区
か
ら

我
が
地
区
に
訪
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
３
月
24
日
に
は
、
我
が
地

区
の
総
勢
55
名
が
韓
国
を
訪
問

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
時
の

子
供
達
の
感
想
文
集
で
す
。
こ

の
冊
子
で
ご
報
告
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

来
年
は
１
月
５
日
に
韓
国
の
訪

問
団
を
迎
え
、
皆
様
に
お
世
話

に
な
り
、
３
月
23
日
に
は
我
々

が
韓
国
に
参
り
ま
す
。
今
年
度
、

交
流
が
始
ま
っ
て
記
念
す
べ
き

25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
各
ク
ラ

ブ
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
は
、
多
大
な
る
ご
負
担
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
優
に
２
千
名
を
超
え

る
日
韓
の
若
者
た
ち
が
交
流

し
、
こ
の
派
遣
事
業
に
関
わ
ら

れ
た
多
く
の
日
韓
に
人
達
が
お

ら
れ
、
１
万
人
を
超
え
る
皆
様

の
力
で
友
好
親
善
の
絆
を
深
め

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

世
界
の
国
々
が
平
和
や
幸
福
、

繁
栄
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
ま

す
ま
す
国
際
交
流
や
対
話
、

異
文
化
理
解
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
実

践
し
て
い
く
の
は
若
者
達
で

す
。
将
来
の
時
代
を
担
う
若

者
達
が
、
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
、
物
事
を
考
え
、
思
慮
深
い

理
性
と
叡
智
に
よ
っ
て
行
動

す
る
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

忌
ま
わ
し
い
歴
史
を
刻
む
「
三

一
独
立
運
動
の
記
念
館
」
の
見

学
は
最
初
の
予
定
に
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
無
理
を
実

現
し
て
く
だ
さ
っ
た
韓
国
の
ス

タ
ッ
フ
の
方
に
は
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
記
念
館
見
学
に
関
し

て
は
色
々
な
意
見
が
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
私
は
、
普
通
に
韓

国
の
学
生
が
目
に
す
る
も
の

は
、
日
本
の
学
生
も
知
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。同
じ
目
線
で
、

お
互
い
を
知
る
た
め
に
は
不

可
欠
な
こ
と
だ
と
思
う
か
ら
で

す
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
ゆ
く
よ
う
な
交
流
を

ぜ
ひ
進
め
て
行
き
た
い
。
こ
れ

が
未
来
志
向
の
交
流
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
の
韓
国
研
修
の
引
率
を
通

し
て
、
人
と
人
と
の｢

つ
な
が

り｣

に
、
人
種
、
国
境
、
言
葉

と
い
う
も
の
は
全
く
関
係
な

い
の
だ
、
壁
に
す
ら
な
ら
な
い

の
だ
実
感
し
ま
し
た
。

研
修
中
、
生
徒
が
み
ん
な
口

を
揃
え
て
言
う
の
は
、｢

ま
た

韓
国
に
来
た
い｣｢

こ
れ
か
ら

も
っ
と
国
際
交
流
し
た
い｣

と

い
う
声
で
し
た
。

今
後
、世
界
の
つ
な
が
り
を
担

う
子
ど
も
達
が
、こ
こ
か
ら
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、活
躍
し
て

く
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
広
い
世
界
と
の
つ

な
が
り
が
、未
来
永
劫
続
い
て

い
く
と
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
訪
韓
団 

団
長

　
　
Ｐ
Ｄ
Ｇ 

吉
田
豊
治

●
昨
年
度
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
長

   

川
口
北
Ｒ
Ｃ 

原 

浩
明

●
引
率
教
師･

市
立
浦
和

     

教
諭 

高
木
輝
行

●
引
率
教
師･

県
立
南
稜

     

教
諭 

川
崎
千
尋

●
引
率
教
師･

県
立
南
稜

        

教
諭 

高
橋 

豊

■
韓
国
と
日
本
と
の
違
い

そ
の
❶
言
語
が
違
う
。
オ
ン

マ
に
英
語
が
通
じ
な
い
。
当

り
前
か
。
韓
国
の
友
達
に
英

語
で
試
み
る
が
、
普
通
に
日

本
語
が
通
じ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
❷
や
た
ら
と
元
気
、
ノ

リ
が
い
い
。
今
こ
の
瞬
間
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

そ
の
❸
や
た
ら
と
積
極
的
。

シ
ャ
イ
な
僕
も
キ
ャ
ラ
が
変

わ
っ
た
。
度
胸
が
つ
い
た
。

そ
の
❹
最
後
に
、
食
べ
物
が

と
に
か
く
辛
い
!

■
着
い
た
日
の
晩
、
真
っ
赤

な
キ
ム
チ
鍋
が
出
て
き
ま
し

た
。
孫
さ
ん
は｢

あ
ま
り
辛
く

な
い
よ
う
に
し
た
よ｣

と
言
っ

た
け
れ
ど
、
食
べ
る
と
激
辛

そ
の
も
の
。
汗
を
か
き
な
が

ら
何
と
か
食
べ
終
わ
る
と｢

辛
い
も
の
を
食
べ
た
ら
、
甘

い
も
の
を
食
べ
な
い
と
ね｣

と

い
っ
て
ア
イ
ス
を
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
な
ら
辛
い
も
の
は

食
べ
な
け
れ
ば
い
い
の
に
。

 

県
立
川
口
北
・
小
野
田
裕
介

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
３
軒

回
る
こ
と
に
な
っ
て
、
基
本

的
に
自
由
な
時
間
は
あ
り
ま

男
の
子
編

せ
ん
で
し
た
。
初
日
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
で
は
「
泊
ま
る

と
こ
ろ
が
な
い
の
よ
ネ
」
と

言
わ
れ
て
動
揺
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
色
々
あ
っ
た
け
ど
、

な
ん
だ
か
ん
だ
楽
し
か
っ
た
。

   

春
日
部
共
栄
・
鈴
木
雄
也

■
だ
ん
だ
ん
辛
く
な
っ
て
き

て
、
お
い
し
い
け
ど
辛
く
て

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
な
状
態

に
な
る
事
件
発
生
。
サ
フ
ァ

リ
バ
ス
に
乗
っ
て
、
熊
や
ラ

イ
オ
ン
、
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ

ガ
ー
を
見
て
気
分
上
昇
。
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
今
回
の
韓
国
研
修

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
て
て

い
き
た
い
で
す
。

     

埼
玉
栄
・
田
名
網
翔
太

■
交
流
会
が
あ
り
、
韓
国
側

の
出
し
物
は
ど
れ
も
魅
力
的

で
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も
こ
ち
ら
も
負

け
じ
と
練
習
し
て
き
た
ソ
ー

ラ
ン
節
を
始
め
と
し
た
出
し

物
を
。
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

     

県
立
越
谷
東
・
長
山
英
一

■
１
日
目
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
ど
の
よ
う
な
顔
で
何

を
話
せ
ば
良
い
の
か
分
か
ら

な
い
私
に
、
フ
ァ
ー
ザ
ー
は

こ
う
言
い
ま
し
た
。｢

こ
れ
か

ら
は
家
族
だ
。
遠
慮
す
る
な｣

。

そ
の
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ

の
６
日
間
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
と
し
て
、

食
事
を
し
て
、
風
呂
に
入
り
、
テ

レ
ビ
を
見
て
、
た
ま
に
怒
ら
れ

た
り
、
本
当
に
家
族
に
な
っ
た

か
の
よ
う
で
し
た
。
こ
の
６
日

間
は
一
生
の
宝
物
で
す
。

     

県
立
岩
槻
商
業
・
野
宮 

孝

■
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
は
、

こ
の
身
の
上
に
余
り
あ
る
ほ
ど

の
愛
情
を
受
け
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。他
に
も
、ガ
イ
ド
さ
ん
、

通
訳
の
人
た
ち
、韓
国
の
学
生
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
人
達
、研
修
を
共

に
し
た
仲
間
達
や
先
生…

。こ
の

機
会
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
出
会

う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。こ
の
研
修
に
参
加
し
な
け

れ
ば
、一
生
赤
の
他
人
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。｢

出
会
い

｣

の
大
切
さ
、そ
の
こ
と
を
体
感

す
る
こ
と
の
で
き
た
、と
て
も
充

実
し
た
６
日
間
で
し
た
。

     

県
立
岩
槻
商
業
・
田
中 

俊

■
交
流
会
の
演
し
物
で
豆
絞
り

が
う
ま
く
縛
れ
な
か
っ
た
の
で
、

坊
主
に
し
て
行
っ
た
の
で
す
が

…

こ
れ
が
何
故
か
韓
国
の
人
に

好
か
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
６
日

間
ほ
と
ん
ど
頭
を
弄
ら
れ
ま
し

た
。
ま
ぁ
あ
ま
り
人
に
構
っ
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
無
い
の
で
嬉

し
か
っ
た
で
す
が
、
頭
を
弄
ら

れ
る
の
は
嫌
な
の
で
、
今
度
韓

国
に
行
く
時
は
坊
主
に
は
絶
対

し
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

         

県
立
鴻
巣
・
井
上
正
士

■
思
い
出
を
語
り
は
じ
め
れ
ば

収
拾
が
つ
か
な
い
く
ら
い
多
く

の
体
験
を
し
ま
し
た
。一
番
印
象

的
だ
っ
た
の
は
ス
テ
イ
先
の
家

族
と
の
交
流
で
し
た
。
会
話
は

僕
の
勉
強
不
足
で
な
か
な
か
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
の
ほ
う
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
分
か
ら

な
く
て
も
楽
し
い
。
な
ん
だ
か

安
心
す
る
。
言
葉
が
通
じ
な
く

て
も
ス
テ
イ
先
の
家
族
と
確
か

に
信
頼
が
築
か
れ
て
い
く
。
素

晴
ら
し
い
日
々
を
送
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
、
と
に
か
く
感

謝
一
杯
で
す
。

         

大
宮
開
成
・
宮
崎
和
志

■
三･

一
独
立
運
動
の
当
時
の
様
子

を
伝
え
る
資
料
館
に
行
き
、過

去
に
起
き
た
事
実
も
知
り
ま
し

た
。こ
の
時
、見
る
だ
け
で
も
苦

し
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
の
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。辛
い
過
去
を

知
っ
て
学
ん
で
こ
そ
、お
互
い
を

理
解
し
あ
え
る
と
思
う
し
、同
じ

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

も
、大
切
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

      

県
立
川
口
北
・
伊
藤
光
軌

インターアクトとは、ロータリー直営の青少年奉仕活動プログラムで、主に高校生が対象。
我が地区には15の高校にインターアクトクラブがあり、ここを窓口にして韓国研修生を募集。（詳しくはＰ13）

第3750地区とは、韓国に17ある地区の一つ。水源市が中心エリア。我が地区とは1988年10月15日（金子PG年度）に
友好地区となり今年で25周年。インターアクトやお互いの地区大会訪問を通して友好を結んでいる。

ホストファーザーはこう言いました。｢これからは家族だ。遠慮するな｣。
その言葉があったから、この6日間があったと思います。本当に家族になったかのようでした。

武
南
・
中
原
悠
惟

中原悠惟小野田裕介鈴木雄也田名網翔太長山英一

野宮孝義田中 俊井上正士宮崎和志伊藤光軌

会話は僕の勉強不足でうまくいかないことのほうが多かったのですが、分からなくても楽しい。
なんだか安心する。たとえ言葉が通じなくてもの家族と確かに信頼が築かれていく―。

頭を丸めた井上君
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■
日
本
人
っ
て
け
っ
こ
う
持
て

ま
す
。
ハ
ン
サ
ム
と
言
わ
れ
た

の
は
人
生
で
初
め
て
で
す
。
お

世
辞
だ
と
し
て
も
嬉
し
い
の
で

一
時
期
、
韓
国
へ
の
移
住
も
考

え
ま
し
た
。
韓
国
の
女
性
は
積

極
的
で
、
草
食
系
の
私
に
は

ピ
ッ
タ
リ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
が
し
か
し
、
前
日
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
で｢

風
呂
に

入
り
た
い｣

と
言
え
ず
、
シ
ャ

ワ
ー
す
ら
浴
び
ら
れ
な
か
っ
た

私
は
、
正
直
女
性
が
近
づ
い
て

欲
し
く
な
か
っ
た
で
す
。
今
、

大
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
目
標

は
韓
国
が
英
語
圏
の
協
定
大

学
先
に
長
期
留
学
を
す
る
こ

と
で
す
。 

　
　
　
　  

武
南
・
渡
部
晃
司

■
高
校
入
学
前
、
ず
っ
と
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
韓
国
へ
行

く
機
会
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

絶
対
行
き
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
行
く
に
は
、
学
校

で
の
厳
し
い
面
接
試
験
と
書
類

審
査
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
12
人
中
４
人
と
い
う
狭
き

門
を
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
、

行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。   

                

武
南
・
齋
藤 

廉

■
ソ
ウ
ル
を
案
内
し
て
く
れ
た

オ
ン
ニ
が
、
ゆ
み
・
ま
ゆ
・
そ
し

て
私
の
誕
生
会
を
開
い
て
く
れ

た
の
が
凄
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ま
さ
か
韓
国
で
ケ
ー
キ
の
ロ
ウ

ソ
ク
を
消
せ
る
な
ん
て
幸
せ
で

し
た
。
み
な
さ
ん
の
お
陰
で
沢

山
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

絶
対
忘
れ
ま
せ
ん
！
サ
ラ
ン
ヘ
。

     
市
立
大
宮
西
・
梅
津
有
里

■
韓
国
の
方
々
の
生
活
に
深
く

関
わ
る
所
に
も
連
れ
て
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
で
は
有

名
な
韓
国
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

曲
を
歌
っ
た
り
、
お
互
い
の
国
で

有
名
な
曲
を
歌
っ
た
り
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
皆
さ

ん
は
、
歌
も
ダ
ン
ス
も
上
手
で
、

と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

      

春
日
部
共
栄
・
南 

桃
子

■
全
日
程
を
通
し
て
、
人
の
温

か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
国
際
交
流
の
た
め
に

は
、
た
だ
ア
ド
レ
ス
を
交
換
し

て
友
達
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
お
互
い
の
文
化
、

歴
史
、
そ
し
て
言
葉
な
ど
を
理

解
し
あ
う
こ
と
が
と
て
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

機
会
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

       

市
立
浦
和
・
畠
山
佳
穂

■
こ
れ
か
ら
の
日
韓
交
流
に
は
、

私
達
の
よ
う
な
若
い
人
が
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に

今
回
学
ん
だ
事
を
し
っ
か
り
生

か
し
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
。

今
、Ｋ―

Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
韓
流
ド
ラ
マ

が
日
本
で
人
気
が
あ
る
の
で
、

韓
国
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
若

い
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
も
っ
と
日
韓
交
流
が
上

手
く
い
く
よ
う
に
し
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

     

市
立
大
宮
西
・
大
野
優
香

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ア
ッ
パ

や
オ
ン
マ
は
と
て
も
優
し
く
し

て
く
れ
ま
し
た
。
少
し
の
言
葉

し
か
通
じ
な
い
の
に
た
く
さ
ん

声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ア
ッ

パ
の
お
か
げ
で
韓
国
語
で
の
会

話
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
!
オ
ン
ニ
も
夜
遅

く
に
ホ
ッ
ト
ク
を
作
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
。
オ
ン

マ
の
つ
く
る
ご
飯
お
い
し
か
っ

た
。
ま
た
食
べ
た
い
。
韓
国
料
理

お
い
し
か
っ
た
。

    

市
立
川
口
・
今
井
ま
り
あ

■
私
は
韓
国
に
行
っ
て
得
た
も

の
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
め

は｢

家
族｣

で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
私
は
２
つ
目
の
家
族
を
持

つ
こ
と
が
で
き
て
、
普
通
の
人

に
は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
体

験
を
し
ま
し
た
。
２
つ
め
は｢

国

際
的
な
視
点｣

で
す
。
異
文
化

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、
１

つ
の
問
題
を
他
方
か
ら
見
つ
め

る
視
点
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の｢

国
際
的
な
視
点｣

を
う
ま
く
使
っ
て
、
研
修
を
通

し
て
興
味
を
持
っ
た
日
本
と
韓

国
の
問
題
を
見
つ
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

     

大
宮
開
成
・
小
菅
く
る
み

■
毎
晩
、
少
し
の
時
間
だ
っ
た

け
れ
ど
も
、
リ
ビ
ン
グ
で
私
は

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
話
し
を

し
ま
し
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
お

父
さ
ん
た
ち
は
日
本
語
を
勉
強

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
た
ち
に
日
本
語
を
教
え
、
私

は
韓
国
語
を
教
わ
り
な
が
ら
、

毎
晩
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

日
本
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
娘
さ
ん
と

時
々
メ
ー
ル
し
て
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
日
韓
関
係
で

い
い
こ
と
も
聞
け
ば
、
悪
い
こ

と
も
耳
に
し
ま
す
。
た
と
え
、

私
た
ち
の
架
け
橋
が
小
さ
く
て

も
、
こ
の
交
流
は
大
切
だ
と
、

２
度
も
韓
国
研
修
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
感
じ
ま
し
た
。

     

県
立
上
尾
・
牛
久
保
有
美

■
今
回
の
韓
国
研
修
で
一
番

思
っ
た
の
が
、
反
日
感
情
を
抱

い
て
い
る
人
に
少
し
で
も
日
本

の
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
私
達
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
日
韓
の
関
係
が

も
っ
と
も
っ
と
よ
く
な
る
よ
う

に
行
動
し
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

  

県
立
春
日
部
東
・
増
田
紗
季

■
韓
国
で
は
た
く
さ
ん
食
べ
る

人
が
美
人
だ
と
言
わ
れ
る
そ
う

で
す
。
私
が
食
べ
て
い
る
と
箸

を
休
め
る
間
も
な
く
ど
ん
ど
ん

入
れ
て
き
ま
す
。｢

チ
ャ
ル
モ
ゴ

（
た
く
さ
ん
食
べ
て
）｣

と
何
回
も

言
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
ご

飯
と
一
緒
に
お
肉
を
食
べ
る
の

に
対
し
、
韓
国
で
は
最
初
に
肉
、

そ
の
後
に
ご
飯
や
冷
麺
、
チ
ゲ
、

ラ
ー
メ
ン
な
ど
を
食
べ
ま
す
。

チ
ゲ
は
『
辛
い
』
の
一
言
で
す
。

辛
い
け
ど
な
ぜ
か
止
ま
ら
な
く

な
り
ま
す
。

     

県
立
川
口
北
・
中
井
真
優

■
４
日
目
に
行
っ
た
百
貨
店

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
韓
国
に
し

か
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
た
く
さ
ん
買
い
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
か
っ
た

の
で
、
そ
の
後
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
洋
服
屋
に
連
れ
て
い
っ

て
も
ら
っ
て
、
服
も
何
着
か
買

い
ま
し
た
。
日
本
と
比
べ
て
物

価
が
安
く
、
デ
ザ
イ
ン
も
カ
ワ

イ
イ
物
ば
っ
か
り
で
、
女
子
高

生
に
と
っ
て
は
最
高
の
買
い
物

が
で
き
ま
し
た
。

　  

県
立
越
谷
南
・
中
村
め
ぐ

■
２
回
目
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

し
た
。
交
流
会
で
は
、
前
に
韓

国
の
学
生
が
日
本
に
来
た
時
に

で
き
た
た
く
さ
ん
の
友
達
に
再

会
で
き
た
の
で
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。
韓
国
の
友
人
と
し
ゃ
べ
っ

た
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
と
、

私
達
は
、
お
互
い
の
国
を
理
解

し
、
愛
情
で
接
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
歴
史
を
学

ん
で
相
手
の
国
を
理
解
す
る

こ
と
は
難
し
い
け
れ
ど
、
直
接

人
と
接
す
る
こ
と
で
日
韓
の

友
好
関
係
を
む
す
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
韓
国
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
韓
国
を
満

喫
す
る
旅
行
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
と
韓
国
が
も
っ

と
友
好
し
て
い
く
、
ひ
と
つ
の

『
運
動
・
活
動
』
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
学
生
に
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

     

県
立
鳩
ヶ
谷
・
川
本
美
瑠

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
に
は
、
ホ

ス
ト
シ
ス
タ
ー
と
ブ
ラ
ザ
ー
が

い
ま
し
た
。
20
歳
の
お
姉
さ
ん

と
、
中
学
3
年
生
の
弟
が
で
き

ま
し
た
。
私
は
一
人
っ
子
な
の
で
、

オ
ン
ニ（
お
姉
ち
ゃ
ん
）
と
呼
べ

る
こ
と
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
日
本
に
帰
国
し
た
今
も

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。

  

県
立
南
稜
・
四
至
本
波
美
花

■
韓
国
の
食
文
化
で
は
、
食
べ

物
を
残
し
て
も
い
い
文
化
な
の

で
す
が
、つ
い
癖
で
無
理
し
て
残

さ
ず
ご
飯
を
食
べ
た
ら
「
も
っ
と

食
べ
な
さ
い
！
」
と
、
さ
ら
に
た

く
さ
ん
盛
り
つ
け
て
く
れ
て
戸

惑
っ
た
こ
と
も…

…

。

        

県
立
南
稜
・
藤
野
智
子

■
家
族
と
言
い
た
い
こ
と
が
な

か
な
か
通
じ
な
く
て
、
お
互
い
に

も
ど
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
私
は
、
今
回
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
に
ま
た

会
え
る
と
信
じ
、
次
会
っ
た
時

は
韓
国
語
で
会
話
で
き
る
く
ら

い
韓
国
語
を
勉
強
し
た
い
で
す
。

           

栄
東
・
岩
田
仁
玲
花

■
日
本
と
韓
国
は
こ
れ
か
ら
の

交
流
次
第
で
よ
り
良
い
関
係
を

築
い
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

将
来
自
分
達
の
手
で
、
日
韓
の

友
好
関
係
を
も
っ
と
良
く
し
て

い
き
た
い
で
す
。

        

淑
徳
与
野
・
伊
田
美
里

■
私
は
１
月
に
日
本
に
訪
れ

た
韓
国
の
ヘ
リ
ョ
ン
ち
ゃ
ん

を
我
が
家
で
預
か
り
、
６
日

間
彼
女
と
一
緒
に
過
ご
し
ま

し
た
。
他
に
も
ウ
ン
キ
ョ
ン

女
の
子
編

日本人ってけっこう持てます。ハンサムと言われたのは人生で初めてです。お世辞だとしても嬉しい。
一時移住も考えました。韓国の女性は積極的なので、草食系の私にはピッタリかもしれません。

１つの問題を他方から見つめる視点を養うことができました。この｢国際的な視点｣をうまく使って、
研修を通して興味を持った日本と韓国の問題を見つめていきたいと思います。

ニュースでは、日韓関係でいいことも聞けば、悪いことも耳にします。
私たちの架け橋が小さくても、この交流は大切だと、２度も韓国研修に参加させてもらい感じました。

ホームステイは、これからの日本と韓国がもっと友好していくひとつの『運動･活動』だと思っています。
だから、もっとたくさんの学生に参加してもらいたいなと思います。

日
本
人
は
ハ
ン
サ
ム
。

私
た
ち
は
架
け
橋

韓
国
料
理
お
い
し
か
っ
た
。

も
っ
と
食
べ
な
さ
い
。

渡部晃司齋藤 廉梅津有里南 桃子畠山佳穂

大野優香今井まりあ小菅くるみ明洞の夜みんなで

牛久保有美 増田紗季 中井真優 中村めぐ

川本美瑠 四至本波美花 藤野智子 岩田仁玲花 伊田美里 四至本波美花さんとホストファミリー
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ち
ゃ
ん
、
ゾ
ヨ
ン
ち
ゃ
ん
の
３

人
と
日
本
で
楽
し
い
思
い
出
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
度
は
私
が
韓
国
に
来
ま
し
た

が
、
町
が
違
う
の
で
多
分
会
え

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
す
が
、
そ
の
３
人
と
２

日
目
の
交
流
会
で
再
会
す
る
こ

と
が
で
き
、
私
は
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
私
は
嬉
し
く
て
。
少

し
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

          

獨
協
埼
玉
・
丸
岡 

遥

■
韓
国
研
修
は
私
の
世
界
観
を

大
き
く
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。

過
去
を
学
び
乗
り
越
え
て
こ
そ

真
の
平
和
が
手
に
入
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
は
、
も
っ

と
勉
強
し
て
両
国
の
架
け
橋
に

な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

             

武
南
・
関
根
彩
夏

■
私
の
家
族
は
本
当
に
優
し

く
て
私
が
今
回
韓
国
に
来
て
、

し
た
い
こ
と
、
行
き
た
い
と

こ
ろ
、
食
べ
た
い
も
の
。
時

間
が
な
い
の
に
す
べ
て
叶
え

よ
う
と
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

私
は
常
に
全
力
で
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
た
。
思
い
出
が
あ

り
す
ぎ
て
書
き
き
れ
な
い
の

が
と
て
も
残
念
で
す
。

        

県
立
南
稜
・
佐
野
仁
美

■
韓
国
と
日
本
は
と
て
も
近
い

国
で
す
。
け
れ
ど
私
は
韓
国
の

こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
言
葉
を
は
じ
め
伝
統

や
文
化
、
流
行
や
食
生
活
と
い

う
よ
う
な
生
活
を
、
自
分
の
身

を
も
っ
て
感
じ
て
み
る
と
、
日

本
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
と
て

も
多
く
て
驚
き
ま
し
た
。

  

浦
和
実
業
学
園･

高
口
の
ど
か

■
特
に
感
動
し
た
の
が
、
交
流

会
で
日
韓
の
高
校
生
に
よ
る

「
栄
光
の
架
け
橋
」（
ゆ
ず
）
の

大
合
唱
で
す
。
ホ
ー
ル
に
い
る

全
員
が
一
つ
に
な
っ
た
気
が
し

ま
し
た
。
言
葉
は
違
う
け
れ
ど
、

心
が
通
じ
合
っ
た
と
思
え
た
瞬

間
で
し
た
。

      

市
立
浦
和
・
浅
間
ひ
か
る

■
私
達
が
買
い
物
の
荷
物
を

持
っ
て
い
る
と
、
必
ず
ジ
ュ

ン
ヒ
が
持
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

韓
国
で
は
女
性
の
荷
物
を
持

つ
の
は
当
た
り
前
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

      

市
立
大
宮
西
・
渡
邉
雪
乃

■
３
日
目
は
エ
バ
ー
ラ
ン
ド

（
遊
園
地
）
に
行
き
ま
し
た
。
中

に
入
っ
て
み
る
と
驚
い
た
の
が
、

か
わ
い
い
飾
り
付
け
が
し
て
あ

る
大
き
な
木
が
あ
っ
た
こ
と
で

す
。
普
通
の
人
は
驚
か
な
い
の

で
す
が
、
私
は
こ
の
気
を

Y
ou
T
u
b
e

で
見
た
こ
と
が

あ
っ
て
、
そ
の
木
の
前
で
私
の

大
好
き
な
韓
国
の
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ
f
（
x
）
が
踊
っ
て
い

る
動
画
を
つ
い
最
近
見
て
い
た

の
で
、「
同
じ
場
所
に
立
っ
て

る
!
」
と
感
動
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

        

市
立
川
口
・
松
井
沙
季

■
日
本
で
は
韓
流
文
化
が
流
行

し
て
い
ま
す
。Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
韓

国
ド
ラ
マ
、
料
理
に
化
粧
品
等
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
何
と
な
く

興
味
を
惹
か
れ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
韓
国
に
行
っ
て
、
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
は
も
ち
ろ
ん
伝
統

文
化
や
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い

て
も
踏
み
込
ん
で
体
験
で
き
た

の
は
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
後
輩
達
に
も
、
是
非
こ
の

経
験
を
し
て
欲
し
い
で
す
。

        

大
宮
開
成
・
松
戸
柚
衣

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
に
と

て
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
夕
飯
に

は
毎
回
外
食
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
い
、
言
葉
の
壁
は
あ
り
ま

し
た
が
、
英
語
、
日
本
語
、
韓

国
語
を
使
っ
て
多
く
の
話
が
で

き
ま
し
た
。午
後
に
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
せ
る
時
間
が

あ
っ
た
時
、
韓
国
の
伝
統
的
な

踊
り
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
家

族
全
員
に
本
当
に
親
切
に
し
て

頂
い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

   

春
日
部
共
栄
・
与
芝
奈
都
美

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
本
当
に

家
族
の
よ
う
な
毎
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。
家
族
の
あ
た
た

か
さ
に
ふ
れ
て
い
く
う
ち
に
、

私
も
彼
ら
に
何
か
を
し
た
い
、

ど
う
し
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え

る
か
、
と
考
え
て
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
達

と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
よ

う
に
、
心
が
通
い
合
っ
た
人
々

が
い
れ
ば
、
日
韓
の
平
和
は

保
て
る
と
思
い
ま
す
。

        

県
立
岩
槻
・
佐
藤
芽
衣

■
歴
史
の
博
物
館
な
ど
で
改
め

て
わ
か
っ
た
よ
う
に
、
ま
だ
歴

史
的
な
溝
が
あ
る
の
も
確
か
な

事
実
な
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
忘
れ
る
の
で
は
な
く
、

お
互
い
に
許
し
、
歩
み
よ
っ
て

こ
そ
、
初
め
て
友
好
的
な
外
交

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

        

県
立
岩
槻
・
常
角
七
海

■
参
加
し
て
友
達
が
た
く
さ
ん

増
え
た
し
、
自
分
の
将
来
の
夢

へ｢

も
っ
と
が
ん
ば
ろ
う｣

と
思

う
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
参
加

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

　 

県
立
川
口
北
・
伊
藤
穂
香

■
自
分
の
中
の
決
め
て
い
る
こ

と
な
ど
は
捨
て
て
、
そ
の
国
の

カ
ル
チ
ャ
ー
を
素
直
に
受
け
入

れ
、
現
地
の
人
た
ち
と
同
じ
目

線
に
な
っ
て
、
そ
の
土
地
の
文

化
な
ど
を
理
解
し
よ
う
と
決
め

て
韓
国
へ
行
き
ま
し
た
。
こ
の

研
修
を
終
え
て
後
悔
し
て
い
る

こ
と
は
、
も
っ
と
韓
国
語
の
勉

強
を
し
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
土
地
の

言
葉
を
語
る
か
ら
こ
そ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
が
広
が
り
、

本
当
に
楽
し
め
る
の
だ
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ

の
失
敗
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
れ
ば
、
身
振

り
手
振
り
で
も
、
単
語
を
並
べ

る
だ
け
で
も
通
じ
る
。
大
事
な

の
は
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち

な
ん
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

     

県
立
川
口
北
・
高
橋
美
里

■
私
達
は
ま
だ
若
く｢

未
来
に

向
か
っ
て
生
き
て
行
く｣

人
間
で

す
。
私
達
が
韓
国
の
親
し
く
し

て
く
れ
た
方
々
と
す
る
べ
き
こ

と
は｢

こ
れ
か
ら
先
の
こ
と｣

を

考
え
る
事
。
将
来
の
日
本
と
韓

国
の
関
係
が
よ
り
深
ま
る
よ
う

に
、
こ
の
よ
う
な
研
修
を
通
し

て
お
互
い
の
絆
を
深
め
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

      

県
立
越
谷
南
・
瀧
愛
永

■
二
回
目
の
韓
国
に
行
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
人
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
行
き
ま
し

た
が
、
３
人
は
あ
ま
り
韓
国
語

が
話
せ
な
い
と
い
い
ま
す
。
私

は
前
回
で
韓
国
の
友
達
が
で

き
、
会
話
程
度
の
韓
国
語
が
話

せ
る
の
で
、
が
ん
ば
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
オ

ン
マ
の
家
族
も
日
本
語
が
全
く

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
が

自
分
の
語
学
力
を
さ
ら
に
成
長

さ
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

 

県
立
鳩
ヶ
谷
・
今
津
亜
里
子

■
１
日
目
に
会
っ
た
家
族
は
、

み
ん
な
優
し
か
っ
た
で
す
。
２

日
目
の
交
流
会
で
、
韓
国
の
テ

コ
ン
ド
ー
が
見
ま
し
た
。

次
々
と
板
を
割
っ
て
い
く
の
で

す
が
、
私
達
の
披
露
す
る
合

気
道
を
不
安
に
さ
せ
る
く
ら

い
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
３
日

目
は
遊
園
地
。
並
ん
で
い
る
人

が
多
く
一
番
恐
い
で
あ
ろ
う

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
は
乗

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
４
日
目

は
、
学
校
訪
問
で
す
。

就
職
す
る
学
生
の
話
を
聞
き
、

と
て
も
熱
心
に
勉
強
し
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
５

日
目
は
家
族
の
人
達
が
東
大

門
へ
買
い
物
に
連
れ
て
い
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
日
本
よ
り
も
値

段
が
安
か
っ
た
で
す
。
６
日
目

は
、
バ
ス
に
乗
る
前
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
沢
山
の
お
土
産
を
渡
し

て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
短
い
期
間
で
し
た

が
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
、

多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

       

県
立
南
稜
・
丸
明
日
香

■
最
終
日
は
夜
９
時
頃
か
ら
１

台
の
普
通
の
車
に
12
人
乗
っ
て

東
大
門
に
行
き
ま
し
た
。
着
い
た

の
は
11
時
頃
。
東
大
門
で
は
ソ
ウ

ル
の
友
達
と
も
会
う
こ
と
が
で

き
、
洋
服
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
た

く
さ
ん
買
っ
て
、ホ
ッ
ト
ク
も
食

べ
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
た
の
は
３

時
。
毎
日
が
宴
会
で
し
た
。

       

淑
徳
与
野
・
中
嶋
梨
紗

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
で
は
な
く
、一
緒
に
ど
こ

か
に
出
か
け
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
に
帰

る
と
い
つ
も
温
か
い
笑
顔
で｢

お

帰
り
！｣

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

娘
さ
ん
は
私
と
同
じ
高
校
生
で
、

学
校
の
寮
で
生
活
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
朝
５
時
に
起
き
て

夜
12
時
ま
で
勉
強
し
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

       

獨
協
埼
玉
・
元
橋
美
保

■｢

修
学
旅
行
の
よ
う
な
も
の｣

と
言
わ
れ
れ
ば
、そ
れ
も
正
し
い

よ
う
な
気
が
す
る
研
修
で
し
た
。

た
だ
決
定
的
に
違
う
と
こ
ろ
は
、

隣
に
あ
る
の
は
広
い｢

社
会｣

で

あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
研
修

は
、予
定
を
こ
な
す
だ
け
で
手
一

杯
で
し
た
が
、
向
こ
う
の
方
と

の
、同
じ
人
間
と
し
て
の
温
か
い

優
し
さ
や
言
葉
が
、
私
の
す
ぐ

隣
に
、
新
し
い｢

異
社
会｣

と
い
う

箱
を
置
い
て
く
れ
ま
し
た
。
社
会

が
遠
い
よ
う
で
近
く
感
じ
ら
れ

た
こ
と
が
、異
文
化
理
解
の
ひ
と

つ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

       

獨
協
埼
玉
・
杉
野
紗
代

特に感動したのが、交流会で日韓の高校生による「栄光の架け橋」の大合唱でした。
全員が一つになった気がしました。言葉は違うけれど心が通じ合ったと思えた瞬間でした。

まだ歴史的な溝があるのも確かな事実です。そういったことを忘れるのではなく、
お互いに許し、歩みよってこそ、初めて友好的な外交ができるのではないかと思いました。

韓国の方との、同じ人間としての温かい優しさや言葉が、私のすぐ隣に、新しい｢異社会｣という箱を
置いてくれました。社会が遠いようで近く感じられたことが、異文化理解のひとつだと思いました。

失敗から学んだことがあります。それは、伝えたいという思いがあれば身振り手振りでも、
単語を並べるだけでも通じる。大事なのは伝えたいという気持ちだとわかりました。

嬉
し
く
て
泣
く
。

こ
れ
か
ら
先
を
担
う
。

お
互
い
を
許
し
、
認
め
、

１
台
の
車
に
12
人
乗
っ
て

丸岡遥関根彩夏佐野仁美高口のどか浅間ひかる

渡邉雪乃 松井沙季松戸柚衣与芝奈都美佐藤芽衣常角七海四至本波美花さんとホストファミリー

伊藤穂香 高橋美里 瀧愛永

今津亜里子 丸 明日香 中嶋梨紗 元橋美保 杉野紗代 エバーランドで記念撮影
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ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
大
特
集

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
大
特
集

昨
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
韓
国
研
修
の
文
集
よ
り
抜
粋
（
２
０
１
２
年
３
月
24
日
〜
29
日
）
参
加
生
徒
46
名
・
教
員
３
名
・
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
５
名
、
総
勢
55
名　

現在インターアクトクラブがある高校は3１校あります。古い順位紹介。（カッコ内はスポンサークラブ） 
１大宮工業（大宮北）２上尾（上尾）３大宮商業（大宮）／以上１９６５年発会、１５年には５０周年です。

４春日部工業（春日部）５大宮開成（大宮南）６淑徳与野（与野）７埼玉栄（大宮西）８南稜（戸田西）９市立浦和（浦和東）
10栄東（大宮東）11浦和実業（浦和）12春日部共栄（春日部西）

13市立川口（川口モーニング）14獨協埼玉（越谷北）15市立大宮西（大宮中央）16開智（岩槻東）
17鳩ヶ谷（鳩ヶ谷）18大宮光陵（大宮南西）19川口北（川口北）20伊奈学園総合（蓮田）21岩槻（岩槻）

22幸手（幸手）23越谷南（越谷南）24鴻巣（鴻巣）25春日部東（春日部南）26松伏（松伏） 
27大宮武蔵野（大宮シティ）28越谷東（越谷東）29岩槻商業（岩槻東）30蓮田松韻（蓮田）31武南（川口）昨年発会

昨
年
度
の
「
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
２
０
１
２
」（
第
32
号
）
よ
り
抜
粋　
　

み
ん
な
が
口
に
す
る
「
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
と
は
何
な
の
か
？
」

昨
年
度
報
告
書
よ
り
「
そ
の
全
体
像
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
ご
紹
介
！
」

●
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
と
は

12
歳
〜
18
歳
の
青
少
年
ま
た

は
高
校
生
の
た
め
の
社
会
奉

仕
ク
ラ
ブ
で
す
。
主
に
高
校

に
部
活
動
と
し
て
お
か
れ
ま

す
。
他
に
18
歳
〜
30
歳
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、ロ
ー
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
。

両
ア
ク
ト
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー

直
営
の
青
少
年
奉
仕
活
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

●
そ
の
目
的

奉
仕
と
国
際
間
の
理
解
に
貢

献
す
る
た
め
、
世
界
的
親
交

を
し
、
共
に
働
く
機
会
を
若

い
人
に
与
え
る
こ
と
に
あ

る
。

●
そ
の
目
標

　
　
　
　
　
　

１
建
設
的
な
指
導
力
を
養
成

　
し
、
自
己
の
完
成
を
図
る
。

２
他
人
へ
対
す
る
思
い
や
り

　
と
、
他
人
の
力
に
な
る
心

　
構
え
の
奨
励
と
実
践
。

３
家
庭
と
家
族
の
重
要
性
の

　
認
識
と
涵
養
。

４
各
自
の
責
任
を
果
た
し
、

　
懸
命
に
努
力
す
る
。

５
全
て
の
有
用
な
職
業
は
社

　
会
に
奉
仕
す
る
機
会
で
あ

　
る
と
し
て
そ
の
品
位
と
価

　
値
を
自
覚
す
る
。

６
地
域
社
会
、
国
家
及
び
世

　
界
の
問
題
に
つ
い
て
の
知

　
識
と
理
解
を
深
め
る
。

７
国
際
理
解
と
親
善
の
推
進

　
等
を
行
う
。

　(

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
転
載
）

●
２
７
７
０
地
区
の
概
要

　
　

●
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

は
、
我
が
地
区
に
約
30
あ
り
、

そ
の
う
ち
約
５
ク
ラ
ブ
が
休

眠
状
態
。
さ
ら
に
５
ク
ラ
ブ

が
会
員
数
５
人
未
満
。

部
員
数
の
減
少
で
活
動
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ク
ラ
ブ

も
あ
り
実
際
は
約
20
ク
ラ
ブ

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
し
か
し
、
一
昨
年
度
に
は
、

蓮
田
松
韻
高
校
、
岩
槻
商
業

高
校
が
加
わ
り
、
今
年
度
は

武
南
高
校
が
加
わ
る
な
ど
、

活
動
も
一
層
盛
ん
に
な
っ
て

い
る
傾
向
。
世
界
的
に
見
て

も
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
・
ロ
ー

タ
ー
ア
ク
ト(

青
年
向
け)

共
、
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

●
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
、
韓

国
３
７
５
０
地
区
へ
の
相
互

訪
問
が
あ
り
、
今
年
で
25
周

年
で
す
。
他
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
奉
仕
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
組
み
中
。

最
近
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
募
金
活
動
等
で
功
績
を
。

●
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て

は
、
津
田
仁
美
氏(

津
田
Ｐ

Ｄ
Ｇ
夫
人)

が『
永
久（
と
わ
）

の
出
会
い
』
を
著
述
。
本
書

は
20
年
に
亘
る
イ
ン
タ
ー
ア

ク
タ
ー
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

交
流
を
綴
っ
た
名
著
。(

月
信

10
月
号
参
照
）
日
本
と
韓
国

の
両
国
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

●
今
年
度
の
年
間
事
業

　
　
　

○
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
年
次
大

会
／
12
年
８
月
18
日
19
日

ホ
ス
ト
高
・
県
立
南
稜
高
校

○
新
世
代
復
興
バ
ザ
ー
参
加

／
12
年
11
月
10
日

○
合
同
奉
仕
活
動
／
12
年
11

月
17
日
、
募
金
活
動

○
韓
国
か
ら
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
交
流
訪
問
／
13
年
１
月
５

日
〜
10
日

○
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
協
議
会
・

１
月
６
日
・
市
立
浦
和
高
校

○
韓
国
へ
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

交
流
訪
問
／
13
年
３
月
23
日

〜
28
日

（
三
國
直
前
ガ
バ
ナ
ー
／
前
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
委
員
長
・
原
浩
明
／
現
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
委
員
長
・
海
田
英
彦
、

各
氏
よ
り
情
報
提
供
）

●
顧
問
教
師
会
会
長
　
　
　

　
今
井
茂
夫
氏
挨
拶
文
よ
り

　 ●
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

で
は
、
将
来
社
会
を
担
う
新

世
代
の
為
に
、
多
感
な
高
校

時
代
に
多
く
を
経
験
の
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
る
よ
う
に
顧
問

教
師
が
指
導
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
経
験
か
ら
、
自
ら
考

え
、
判
断
し
、
行
動
で
き
る

よ
う
成
長
し
て
ゆ
く
こ
と
が

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
高
校
生
は
、
未
来
を
背
負
っ

て
立
つ
人
材
で
す
。
今
は
で

き
る
こ
と
が
限
ら
れ
小
さ
く

て
も
、
大
人
に
な
り
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
為
に
、
自
分

を
磨
き
、
鍛
え
、
高
め
て
い
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
特
に｢

人
を
思
い
や
る
心｣

、

｢

人
と
人
と
の
繋
が
り
、
絆｣

を
大
切
に
育
ん
で
い
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

●
大
宮
開
成
高
等
学
校

ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
は｢

さ
り

げ
な
い
や
さ
し
さ｣

。
心
地
よ

い
汗
を
、
笑
顔
と
感
謝
と
と

も
に
流
し
ま
す
。

Ｒ
Ｉ
会
長
賞
を
頂
き
、
大
感

激
で
す
。

●
淑
徳
与
野
高
等
学
校

現
在
１
年
生
部
員
４
名
と
顧

問
５
名
で
運
営
。

相
変
わ
ら
ず
人
数
確
保
が
厳

し
い
で
す
が
、
ク
ラ
ブ
維
持

に
努
力
。

●
埼
玉
栄
高
等
学
校

部
員
数
１
４
７
名
。
特
色
は
、

音
楽
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

社
会
に
貢
献
奉
仕
す
る
こ
と

で
す
。
被
災
地
で
は
地
元
高

校
吹
奏
部
と
合
同
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
。

●
県
立
南
稜
高
等
学
校

地
域
の
様
々
な
活
動
に
声
が

か
か
る
よ
う
に
な
り
、
高
校

生
が
地
域
に
果
た
す
役
割
が

大
き
い
こ
と
を
感
じ
て
い
ま

す
。
部
員
数
は
18
名
で
す
。

●
市
立
浦
和
高
等
学
校

結
成
30
周
年
。
部
員
一
人
ひ

と
り
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で

視
野
を
広
め
成
長
し
て
い
ま

す
。
活
動
も
活
発
。

こ
の
一
年
の
主
な
活
動
は
29

本
！(

４
頁
に
亘
る
報
告
は
圧
巻) 

●
栄
東
高
等
学
校

吹
奏
学
部
と
の
兼
部
と
い
う

形
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

T
hink glob

ally,act locally

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
身
近

に
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず

つ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
浦
和
実
業
学
園
高
等
学
校

歯
科
検
診
手
伝
い
／
校
内
校

外
清
掃
／
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回

収
／
韓
国
高
校
教
師
交
流
会

／
文
化
祭
バ
ザ
ー
／
あ
し
な

が
募
金
／
東
京
マ
ラ
ソ
ン
、

さ
い
た
ま
市
民
マ
ラ
ソ
ン
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
な
ど
。

●
獨
協
埼
玉
高
等
学
校

部
員
数
14
名
。
震
災
支
援
で

大
学
生
が
中
心
に
設
立
し
た

『
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
参

加
。
家
に
あ
る
不
要
な
も
の

を
回
収
換
金
し
て
、
被
災
地

の
学
校
に
送
り
ま
し
た
。

●
市
立
大
宮
西
高
等
学
校

部
員
数
19
名
。
独
自
の
取
り
組

み
は
、
特
別
支
援
学
校(

養
護

学
校)

高
等
部
と
の
相
互
交
流

で
す
。
年
に
２
回
行
わ
れ
今
年

で
18
回
、
９
年
目
で
す
。

●
県
立
鳩
ヶ
谷
高
等
学
校

部
員
数
12
名
。
保
育
園
訪
問
／
障

害
者
工
場
製
造
の
お
菓
子
販
売
／

緑
・
赤
の
羽
根
募
金
／
盲
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
寄
付
活
動
／
韓
国
研
修
学

生
の
学
校
訪
問
受
け
入
れ
な
ど
。

老人ホーム「ボヌール」慰問（大宮開成）あしなが募金活動（淑徳与野）全国高校生英語ディベート大会に優勝し、世界大会に（市立浦和）

●
県
立
川
口
北
高
等
学
校

本
校
は
「
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
」

と
称
し
、
姉
妹
校
で
あ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ク
ス
ト
ン

高
校
で
研
修
し
た
生
徒
も
入
部

し
て
い
ま
す
。

●
県
立
岩
槻
高
等
学
校

部
員
数
10
名
。
学
校
の
中
外
で

活
動
す
る
こ
と
で
、
経
験
の
幅

が
広
が
っ
た
気
が
し
ま
す
。
来

年
度
も
新
入
生
の
働
き
か
け
、

身
近
な
出
来
る
こ
と
か
ら
取
り

組
み
ま
す
。

●
県
立
大
宮
武
蔵
野
高
等
学
校

部
員
数
12
名
。
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
さ
ん
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
の
子
ど
も
達
と
、
芋
の
苗
植

え
と
収
穫
を
す
る
『
太
陽
の
恵

み
事
業
』
も
今
年
で
３
年
目
。

採
れ
た
芋
は
、
被
災
地
の
子
ど

も
達
に
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

●
県
立
越
谷
東
高
等
学
校

か
つ
て
は｢

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部｣

、今
は｢

Ｊ

Ｒ
Ｃ・
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部｣

に
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
送
る

活
動
で
、２
７
６
枚
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
集
め
ま
し
た
。芝
桜
保
全
の
除

草
作
業
は
継
続
事
業
で
す
。

●
県
立
岩
槻
商
業
高
等
学
校

発
足
か
ら
２
年
の
新
し
い
ク
ラ

ブ
で
す
。
部
員
数
は
19
名
。
例

会
に
は
必
ず
岩
槻
東
Ｒ
Ｃ
の

方
が
お
見
え
に
な
り
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

養護学校との交流（市立大宮西）芝桜保全のための除草（県立越谷東）韓国日本語教師交流会（合同事業）
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ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
大
特
集

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
大
特
集

昨
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
韓
国
研
修
の
文
集
よ
り
抜
粋
（
２
０
１
２
年
３
月
24
日
〜
29
日
）
参
加
生
徒
46
名
・
教
員
３
名
・
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
５
名
、
総
勢
55
名　

今
年
度
の
「
世
界
の
仲
間
と
平
和
祈
願
富
士
登
山
・
７
月
29
日
〜
30
日
」（
感
想
文
集
）
よ
り
抜
粋

富
士
登
山
を
始
め
て
か
ら
10
年
目 ｢

米
山
奨
学
生
19
人
を
は
じ
め
総
勢
35
人
が
参
加
」　
　

10
周
年
で
初
め
て
の
感
想
文
集
よ
り ｢

よ
ね
や
ま
の
ふ
じ
や
ま｣ 

そ
の
全
体
像
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
ご
紹
介
！
　
　

■「
世
界
の
仲
間
と
平
和
祈
願

富
士
登
山
」
と
掲
げ
て
行
っ
た

今
回
。
米
山
19
名
・
青
少
年
２

名
・
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
１
名
・

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
家
族
13
名

で
、
35
名
と
い
う
大
世
帯
で
し

た
。
初
め
て
の
試
み
で
感
想
文

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

文
集
が
出
来
あ
が
り
ま
し
た

の
で
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

   

隊
長
・
吉
田
豊
治
Ｐ
Ｄ
Ｇ

■
米
山
奨
学
生
・
交
換
留
学

生
に
、
日
本
の
一
番
高
い
山
、

日
本
一
番
美
し
い
山
、
霊
峰
富

士
山
を
登
山
し
て
も
ら
い
、
日

本
を
身
近
に
感
じ
、
日
本
の

良
さ
を
理
解
し
て
、
も
っ
と
日

本
を
好
き
に
な
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
企
画
を
吉
田

パ
ス
ト
お
一
人
の
責
任
で
行
わ
れ

て
い
る
事
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。   

金
杉
光
左
生
（
八
潮
み
ら
い
Ｒ
Ｃ
）

■
久
し
ぶ
り
に
登
山
の
き
つ

さ
を
味
わ
い
、
年
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
再
挑
戦
の
気
持

ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

吉
田
パ
ス
ト
、
越
谷
南
の
皆

様
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ

の
事
業
に
地
区
部
門
委
員
会

の
支
援
協
力
が
有
っ
て
も
い

い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

          

頓
田 

茂（
吉
川
Ｒ
Ｃ
）

■
み
ん
な
い
い
顔
を
し
て
い

ま
し
た
。
何
か
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
時
っ
て
、
い
い
顔
を

す
る
も
の
で
す
ね
。
吉
田
パ

ス
ト
の
み
ん
な
を
喜
ば
せ
た

い
！
と
い
う
思
い
が
伝
わ
り

感
動
し
ま
し
た
。
か
っ
こ
い

い
!!
と
思
い
ま
し
た
。
一
生

心
に
残
る
た
く
さ
ん
の
宝
物

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

        

若
盛
圭
恵（
松
伏
Ｒ
Ｃ
）

■
昼
間
山
行
が
暑
さ
と
の
戦

い
だ
と
し
た
ら
、
夜
間
山
行

は
寒
さ
と
疲
れ
と
の
戦
い
で

し
た
。
登
る
に
つ
れ
寒
く
な

り
疲
れ
て
い
く
皆
は
、
寄
り

添
っ
て
手
伝
っ
て
一
歩
ず
つ

頂
上
ま
で
登
り
切
り
ま
し
た
。

寒
さ
も
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
だ

御
来
光
。
留
学
生
活
の
感
動

と
感
謝
が
極
ま
り
ま
し
た
。

   

　
金
正
録
（
大
宮
西
Ｒ
Ｃ
）

■
夜
中
、
遠
い
下
か
ら
遠
い
上

ま
で
小
さ
く
動
い
て
い
る
ラ

イ
ト
を
見
て
、
参
拝
信
仰
に

感
動
。
そ
れ
は
自
分
の
力
に

な
り
ま
し
た
。
御
来
光
は
、
雲

海
の
言
葉
通
り
、
雲
か
海
か

分
か
ら
な
い
、
も
っ
と
素
晴
ら

し
い
風
景
。
み
ん
な
で「
万
歳
」

と
叫
び
ま
し
た
。

　
　
　
陳
献
平
（
大
宮
Ｒ
Ｃ
）

■
ど
ん
な
大
変
で
も
、
一
歩

ず
つ
前
に
進
め
ば
目
的
に
辿

り
着
け
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
私
の
研
究
も
同
じ
だ

と
決
意
し
ま
し
た
。
下
山
途

中
で
足
を
痛
め
、
私
は
初
め

て
馬
に
乗
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
私
の
一
生
の
思
い
出
で
す
。

(

馬
の
料
金
は
吉
田
パ
ス
ト
が

支
払
っ
て
く
だ
さ
り
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
）

ト
ウ
ト
ウ(

大
宮
シ
テ
ィ
Ｒ
Ｃ
）

■
越
谷
南
ク
ラ
ブ
の
お
か
げ

で
、
仲
の
良
い
友
達
が
た
く

さ
ん
で
き
、
留
学
生
生
活
に
一

生
忘
れ
ら
れ
な
い
素
晴
ら
し

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

（
9
月
号
の
月
信
で
も
登
山
記
を
代
表
し
て

書
か
せ
て
も
頂
き
ま
し
た
）  

マ
ウ
ン 

ソ
ー
ピ
ィ
ー
ウ
ィ
ン

　
　
　
　
　
　
　（
川
口
Ｒ
Ｃ
）

■
頂
上
に
着
い
た
時
、
疲
れ

て
る
し
眠
い
し
頭
も
痛
か
っ

た
。
し
か
し
日
の
出
を
見
た

瞬
間
、
疲
れ
を
全
部
忘
れ
て
、

自
分
の
こ
れ
か
ら
の
道
が
明

る
く
な
る
と
思
っ
た
。
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
　
　
　
陸
璐
（
八
潮
Ｒ
Ｃ
）

■
頂
上
で
私
が
感
じ
た
の
は
、

登
山
の
大
変
さ
よ
り
、
頂
上

ま
で
登
っ
た
喜
び
と
感
動
。

頂
上
の
寒
さ
よ
り
、
ロ
ー
タ

リ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
温
か
さ
。

富
士
山
の
高
さ
よ
り
、
ロ
ー

タ
リ
ー
の
絆
の
深
さ
で
す
。

　
　
　
張
静
（
大
宮
南
Ｒ
Ｃ
）

■
想
像
し
た
よ
り
ず
っ
と
辛
い
、

下
山
は
も
っ
と
辛
か
っ
た
。一
人

な
ら
途
中
で
諦
め
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。一
人
な
ら
成
し
得

な
い
こ
と
も
チ
ー
ム
な
ら
出
来

て
し
ま
う
事
が
不
思
議
で
す
。

下
山
の
途
中｢

二
度
と
行
か
な

い｣

と
何
度
も
思
い
ま
し
た
が
、

今
感
想
文
を
書
き
な
が
ら｢

来

年
も
ま
た
参
加
し
よ
う
か
な｣

と
思
い
は
じ
め
ま
し
た
。 

　
　
　
尹
琳
景
（
戸
田
西
Ｒ
Ｃ
）

■
イ
ラ
ン
で
も
良
く
知
ら
れ
て

い
る
日
本
の
富
士
山
を
登
れ
て

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
留
学
生
に
勇
気
、
希
望

＆
自
信
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
思

い
出
は
心
の
奥
に
大
切
に
。 

ア
リ
ア
バ
ッ
テ
ィ
マ
ル
ジ
ェ

                    

（
浦
和
Ｒ
Ｃ
）

■
29
日
朝
７
時
南
越
谷
出
発
、

11
時
半
五
合
目
到
着
。
12
時
半

登
山
開
始
、
18
時
半
８
合
目
の

山
小
屋
到
着
。
夕
食
・
仮
眠
後
、

22
時
登
山
再
開
、
翌
朝
４
時
半

頂
上
到
着
。
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

て
御
来
光
を
。

６
時
に
山
を
下
り
は
じ
め
11
時

過
ぎ
五
合
目
に
戻
る
。

24
時
間
の
富
士
登
山
。
富
士
山

は
日
本
の
象
徴
。
私
達
外
国
人

に
と
っ
て
富
士
登
山
は
日
本
に

い
ら
れ
た
こ
と
の
証
明
で
す
。 

　
　
　
　
魏
錦
（
三
郷
Ｒ
Ｃ
）

■
天
気
が
良
く
て
き
れ
い
な

星
空
が
見
え
ま
し
た
。
手
を

伸
ば
せ
ば
星
が
取
れ
そ
う
で
、

も
う
一
歩
踏
み
出
せ
ば
、
空
に

辿
り
着
き
そ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。 

　
　

              

陳
穎
（
松
伏
Ｒ
Ｃ
）

■
登
り
始
め
て
す
ぐ
下
山
す

る
人
達
に
出
会
っ
た
。
み
ん
な

死
に
そ
う
な
顔
を
し
て
い
て
、

そ
の
中
で
馬
に
乗
っ
た
人
と

ぴ
っ
た
り
目
が
合
っ
た
。「
今

な
ら
間
に
合
う
！
登
山
は
諦

め
て
家
に
帰
り
な
さ
い
」
と

目
で
サ
イ
ン
を
送
っ
て
く
れ

た
が
無
視
し
た
。
し
か
し
そ

れ
か
ら
が
地
獄
だ
っ
た
。

 

　  

崔
賢
喆（
浦
和
北
東
Ｒ
Ｃ
）

■
私
達
は
頂
上
で
素
晴
ら
し

い
ご
来
光
を
見
ま
し
た
。
必

ず
し
も
見
え
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
登
ら
な
い
と

絶
対
見
え
ま
せ
ん
。
富
士
登

山
を
通
し
て
、
努
力
の
価
値

を
実
感
し
ま
し
た
。

     

王
君
香
（
三
郷
中
央
Ｒ
Ｃ
）

■
努
力
は
報
わ
れ
た
と
い
う

か
、
運
が
よ
か
っ
た
と
い
う

か
、｢

万
歳｣

の
中
、
幻
想
的
な

ご
来
光
を
迎
え
ま
し
た
。
自

分
で
登
っ
た
山
か
ら
の
景
色

は
最
高
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

人
生
に
お
け
る
山
々
を
乗
り

越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

               

蘇
鑫（
岩
槻
Ｒ
Ｃ
）

■
下
山
中
い
ち
ば
ん
辛
い
時

「
い
つ
目
的
地
に
着
け
る
と

か
、
後
ど
の
ぐ
ら
い
と
か
考

え
な
い
で
、
た
だ
一
歩
前
へ
」

と
ガ
イ
ド
さ
ん
に
教
わ
り
ま

し
た
。
長
い
人
生
、
光
明
の
時

が
あ
れ
ば
、
暗
闇
の
時
も
あ

り
ま
す
。
見
え
な
い
明
日
を

ひ
た
す
ら
心
配
し
て
悩
む
よ

り
、
目
の
前
の
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
こ
な
せ
る
こ
と

が
一
番
大
事
だ
と
、
こ
の
時
分

か
り
ま
し
た
。

     

周
雪
佳
（
大
宮
北
東
Ｒ
Ｃ
）

■
や
っ
と
山
頂
に
着
い
た
。
本

当
に
信
じ
ら
れ
な
い
。
こ
ん

な
に
美
し
い
朝
日
は
、
初
め

て
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
満
点

の
星
空
、
ご
来
光
も
バ
ッ
チ
リ

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
星
と
こ

ん
な
に
近
い
。
涙
出
る
ほ
ど

嬉
し
く
て
感
動
し
た
。
全
身

砂
ま
み
れ
、
汗
ま
み
れ
で
グ

ジ
ャ
グ
ジ
ャ
。
で
も
来
て
本
当

に
良
か
っ
た
。

           

陳
毓
丹
（
吉
川
Ｒ
Ｃ
）

■
昔
、
中
国
で
い
つ
も
世
界
か

ら
の
マ
イ
ナ
ス
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

い
て
い
た
の
で
誤
解
が
起
こ

り
や
す
か
っ
た
で
す
。
世
界
と

の
交
流
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。
今
、
自
分
は
昔
の

教
育
を
取
り
払
い
、
世
界
の

視
点
で
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
富
士
山
に
登
っ
て
、
そ

う
思
い
ま
し
た
。

 

朱
鴻
（
獨
協
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
）

■
親
も
同
行
し
て
韓
国
か
ら

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
富
士
登
山
は
５
回
目
で

す
。
今
ま
で
４
回
は
、
悪
天
候

で
苦
戦
を
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
雨
も
降
ら
ず
に
良
か
っ

た
で
す
。「
ま
た
登
る
？
」
と

聞
か
れ
た
ら
、
迷
わ
な
く
飛

ん
で
い
き
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
と
米
山
の
仲
間
達
と
一
緒
な

ら
ど
こ
へ
で
も
飛
ん
で
い
き

ま
す
！
　
　

 

田
敏
（
学
友
・
越
谷
南
Ｒ
Ｃ
）

■
米
山
奨
学
生
た
ち
の
活
気

溢
れ
る
姿
と
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

の
献
身
が
絶
妙
に
融
合
さ
れ
、

見
事
な
共
演
で
し
た
。
参
加

さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
田
敏
の
ご
両
親

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

■
金
子
一
男･

石
川
禎
三(

松

伏
Ｒ
Ｃ)

・
村
井
佐
江
子(

吉

川
Ｒ
Ｃ
家
族)

・
北
山
修
之(

大

宮
シ
テ
ィ
Ｒ
Ｃ)

・
野
呂
田
昭

仁･

久
木
野
光
弘･

越
谷
南(

越

谷
南
Ｒ
Ｃ)

の
皆
様
か
ら
も
感

想
文
を
頂
き
ま
し
た
。
紙
面

の
都
合
で
、
掲
載
で
き
な
か
っ

た
事
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。

寒さも疲れも吹き飛んだ御来光。留学生活の感動と感謝が極まりました。

どんな大変でも、一歩ずつ前に進めば目的に辿り着けることを実感しました。

み
ん
な
と
て
も
い
い
顔
し
て
い
た
。

登り始めてすぐ下山する人達に出会った。みんな死にそうな顔をしていて、登山は諦めて家に帰りなさい」と
目でサインを送ってくれた

星とこんなに近い。涙出るほど嬉しくて感動した。全身砂まみれ、汗まみれでグジャグジャ。でも来て本当に良かった。
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ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
大
特
集

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
大
特
集

昨
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
韓
国
研
修
の
文
集
よ
り
抜
粋
（
２
０
１
２
年
３
月
24
日
〜
29
日
）
参
加
生
徒
46
名
・
教
員
３
名
・
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
５
名
、
総
勢
55
名　

今
年
度
の
「
米
山
記
念
奨
学
生･

学
友
会
、
合
同
奉
仕
活
動
・
９
月
15
日
」（
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
感
想
文
集
）
よ
り
抜
粋

米
山
奨
学
生
、
年
に
一
度
の
合
同
奉
仕 ｢

老
人
ホ
ー
ム
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
交
流
会
」　　

｢
多
感
な
若
者
は
何
を
感
じ
、
ど
う
向
き
合
っ
た
か
」
感
想
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
ご
紹
介
！

■
開
会
式
で
は
、
施
設
代
表
、

田
中
ガ
バ
ナ
ー
、
中
里
部
門

が
挨
拶
。
そ
の
後
シ
ョ―

が

始
ま
り
ま
し
た
。
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
非
常
に
興
味
深
く

て
、
民
族
の
歌
と
踊
り
か
ら
、

民
族
楽
器
ま
で
見
る
こ
と
が

で
き
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

記
念
写
真
の
後
は
、
お
や
つ

を
食
べ
な
が
ら
お
年
寄
り
と

笑
い
話
を
し
て
、
心
を
癒
さ

れ
る
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

過
ぎ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
小
林
地
区
幹
事

が
撮
っ
て
す
ぐ
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
し
て
く
れ
た
今
日
の
面

白
い
写
真
を
見
な
が
ら
、
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

こ
の
奉
仕
活
動
に
参
加
が
で

き
て
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ー･

マ
テ
ィ
ア
ス･

　
ロ
バ
ー
ト
（
越
谷
北
Ｒ
Ｃ
）

■「
赤･

紫･

緑･

青･

ピ
ン
ク
」

と
い
う
五
つ
の
チ
ー
ム
を
分

け
て
、
皆
さ
ん
に｢

北
国
の
春

｣
を
歌
っ
た
り
、
中
国
の
民
族

舞
踏｢
太
湖
美｣

等
ダ
ン
ス
を

踊
っ
た
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
留

学
生
は
ビ
ル
マ
の
竪
琴
を
弾

い
た
り
、
色
々
な
パ
フ
ァ
ン

マ
ー
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
　
　
聞
怡
（
浦
和
東
Ｒ
Ｃ
）

■
最
後
の｢

故
郷｣

の
合
唱
の

時
、
隣
の
イ
ラ
ン
の
マ
ル
ジ

エ
さ
ん
が
歌
い
な
が
ら
涙
し

て
ま
し
た
。
ご
老
人
が
涙
を

流
し
て
い
る
の
を
見
て
の
貰

い
泣
き
で
す
。
何
か
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
元
気
で
長
生
き
し
て
下
さ

い
。
力
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
奉
仕
活
動
に
参
加
を
し
ま

し
た
が
、
逆
に
私
が
皆
さ
ん

に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　
金
正
録
（
大
宮
西
Ｒ
Ｃ
）

■
お
年
寄
り
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
聞
い
て
、
特
別
に

中
国
の
民
族
ダ
ン
ス
を
選
び

ま
し
た
。
一
ヶ
月
前
か
ら
音

楽
と
服
装
の
準
備
や
練
習
を

始
め
た
の
で
、
本
番
は
感
情

を
こ
め
て
踊
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
プ
ロ
で
は
な
い
の

で
、
緊
張
し
す
ぎ
体
が
硬
く

な
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
暖

か
い
拍
手
が
本
当
に
嬉
し
く

て
感
動
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
お
年
寄
り
と
一
緒

に
お
や
つ
を
食
べ
ま
し
た
。

お
年
寄
り
は
、
若
い
頃
い
っ

ぱ
い
苦
労
を
し
た
か
ら
、
今

の
私
達
の
幸
せ
な
生
活
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
私
達

が
奮
闘
す
る
番
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
元
気
で
長
生
き
し
て
ね
。

後
は
私
達
に
任
せ
て
下
さ
い
。   

　
　
　
　
魏
錦
（
三
郷
Ｒ
Ｃ
）

■
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
は

「
故
郷
」
を
歌
う
と
き
で
す
。

お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆
ち
ゃ
ん
も
一

緒
に
歌
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
時
、
お
互
い
の
顔
を

見
な
が
ら
、
お
互
い
の
気
持

ち
が
通
じ
あ
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
老
人
ホ
ー
ム
に

い
る
お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆
ち
ゃ

ん
た
ち
と
、
海
外
に
留
学
し

て
い
る
私
達
の
故
郷
へ
の
思

い
は
同
じ
な
の
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
い
つ
に
な
っ
て
も
故

郷
は
一
番
あ
た
た
か
い
と
こ
ろ

で
す
。
自
分
が
奉
仕
活
動
に

行
っ
た
の
に
、
反
対
に
支
え
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。   

　
　
　
　
賀
迪
（
蓮
田
Ｒ
Ｃ
）

■
奉
仕
活
動
と
は
「
自
分
が

手
助
け
を
し
て
い
る
」
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
今
回
の
体

験
で
、
そ
う
思
う
事
は
傲
慢

で
、
本
当
は
喜
ん
で
く
れ
て

い
る
姿
や
声
を
聞
い
て
自
分

が
「
癒
さ
れ
て
い
る
」
事
に

気
が
付
き
ま
し
た
。
私
は
と

て
も
暖
か
い
気
持
ち
に
な
り
、

忙
し
い
毎
日
の
中
で
忘
れ
か

け
て
い
る
熱
い
も
の
が
こ
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
　
王
媛
媛
（
大
宮
東
Ｒ
Ｃ
）

■
日
本
は
お
年
寄
り
の
た
め

の
社
会
福
祉
シ
ス
テ
ム
な
ど

は
き
ち
ん
と
整
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
化
社

会
に
入
る
中
国
は
日
本
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
中
国
で

も
日
本
で
も
お
爺
ち
ゃ
ん
お

婆
ち
ゃ
ん
の
素
敵
な
笑
顔
が

見
た
い
で
す
。
愛
の
溢
れ
る

社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

    

張
暁
（
大
宮
中
央
Ｒ
Ｃ
）

■
最
近
日
中
関
係
は
色
々
あ

り
、
奨
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
中

国
出
身
な
の
で
、
老
人
ホ
ー
ム

に
行
っ
た
ら
ど
ん
な
酷
い
目
に

遭
う
の
だ
ろ
う
と
、
心
配
を
し

ま
し
た
。
し
か
し
行
っ
て
み
た

ら
、
考
え
す
ぎ
っ
て
感
じ
で

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
み
ん
な
そ

う
い
う
話
を
一
切
し
て
い
な
く

て
優
し
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

政
府
同
士
の
揉
め
合
い
は
平

民
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
か
ね(

笑)

。

　
　
　
　
陳
穎
（
松
伏
Ｒ
Ｃ
）

■
今
回
の
活
動
は
「
四
つ
の

テ
ス
ト
」
の
真
の
意
味
が
詰

ま
っ
て
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
真
実
の
笑
顔
で
真

剣
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

や
っ
て
、
老
人
だ
ろ
う
か
若

者
だ
ろ
う
か
皆
が
公
平
の
立

場
で
お
互
い
に
励
ん
で
、
活

動
を
通
じ
て
、
仲
間
の
友
情

や
お
年
寄
り
に
対
す
る
好
意

が
深
め
ら
れ
ま
し
て
、
皆
の

た
め
に
各
自
の
役
目
や
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
守
っ
て
、
素
晴
ら

し
い
活
動
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
こ
れ
が
四
つ
の
テ
ス
ト

の
本
当
の
意
味
じ
ゃ
な
い
か

な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
馬
俊
涛
（
越
谷
南
Ｒ
Ｃ
）

■
今
回
い
ち
ば
ん
記
憶
に

残
っ
て
い
る
の
は
94
歳
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
94
歳
に

は
見
え
な
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
、「
働
け
る
と
き
に
早
く
働

き
な
さ
い
！
　
そ
し
て
手
を

動
か
し
な
さ
い
！
　
そ
う
す

れ
ば
私
の
よ
う
に
こ
の
年
に

な
っ
て
も
ボ
ケ
る
こ
と
も
な

く
、
元
気
で
生
き
て
い
け
る

ん
た
よ
」
と
話
さ
れ
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

   

崔
賢
喆
（
浦
和
北
東
Ｒ
Ｃ
）

■
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
日
中

関
係
が
悪
化
し
て
い
る
中
、

私
た
ち
は
「
奉
仕
を
通
じ
て
、

平
和
を
」
を
実
践
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
行

動
で
平
和
を
切
望
す
る
気
持

ち
を
表
明
し
た
と
思
い
ま
す
。

中
国
に
い
る
多
く
の
人
々
は

日
本
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
く
て
誤
解
す
る
人
が
多

い
で
す
。
私
た
ち
奨
学
生
は
日

本
人
の
平
和
を
大
事
に
す
る

気
持
ち
を
中
国
の
人
々
に
伝

え
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
日
中

関
係
が
一
日
も
早
く
よ
く
な
る

よ
う
に
お
祈
り
し
ま
す
。   

　
　
　
周
京
梅
（
上
尾
Ｒ
Ｃ
）

■
こ
の
老
人
ホ
ー
ム
は
環
境

も
い
い
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
面

倒
見
も
い
い
で
す
。
そ
れ
を

見
て
、
ほ
っ
と
し
た
と
同
時

に
、
中
国
の
老
人
ホ
ー
ム
の

こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

そ
こ
は
絶
対
に
き
れ
い
な
環

境
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
ス
タ
ッ
フ
が
老
人
を
虐

待
す
る
ニ
ュ
ー
ス
も
時
々
出

ま
す
。
そ
れ
を
思
う
と
心
が

痛
み
ま
す
。
誰
で
も
い
つ
か

年
を
と
る
の
で
す
。
ど
う
し

て
そ
の
よ
う
な
酷
い
こ
と
を

す
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ

う
な
人
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
面
倒
を
見

る
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
は
、
政
府
の
監
督
だ

け
で
は
な
く
、
私
た
ち
市
民

か
ら
の
監
督
も
必
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
将
来
私
が
帰

国
し
た
ら
、
出
来
る
限
り
そ

う
い
う
と
こ
ろ
を
何
と
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
奉
仕
活

動
の
意
義
は
そ
の
日
だ
け
に

あ
る
の
だ
け
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
ず
っ
と
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
チ
ャ
ン
ス
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
王
佳
（
岩
槻
中
央
Ｒ
Ｃ
）

■
９
月
15
日
に
、
文
教
大
学

の
博
士
後
期
試
験
の
た
め
、

こ
の
奉
仕
活
動
に
参
加
で
き

な
く
て
、
と
て
も
残
念
で
し

た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
合
格

し
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
私
は
ア
ル
バ
イ
ト

を
せ
ず
に
、
全
力
を
尽
く
し

て
受
験
準
備
で
き
ま
し
た
。

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
博
士
後
期
課
程

を
目
指
に
頑
張
り
ま
す
。

　
王
君
香
（
三
郷
中
央
Ｒ
Ｃ
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

他
に
も
た
く
さ
ん
の
米
山
奨

学
生
、
学
友
か
ら
感
想
文
が

あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合

で
以
上
の
皆
様
の
感
想
文
の

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

ご老人が涙を流しているのを見ての貰い泣きです。私が皆さんに元気をもらいました。

お互いの顔を見ながら、お互いの気持ちが通じあっていると感じました。

「働けるときに早く働きなさい！　そして手を動かしなさい！　そうすれば私のようにこの年になっても
ボケることもなく、元気で生きていけるんたよ」と94歳のおばあちゃん。

中国にいる多くの人々は日本のことはよくわかっていなくて誤解する人が多いです。
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インタビュアー　
吉田英一（鳩ヶ谷ＲＣ）

■
三
代
続
け
て

浦
和
Ｒ
Ｃ
会
員
で
す
が
、

Ｒ
Ｃ
と
の
出
合
い
は
？

祖
父
・
宗
次
郎
、
父
・
曹
司
と
も
に
浦
和
Ｒ
Ｃ

の
会
員
で
し
た
の
で
、
子
供
の
頃
か
ら
Ｒ
Ｃ
に

な
じ
ん
で
い
ま
し
た
。

祖
父
と
四
万
温
泉
へ
行
っ
た
折
、
渋
川
Ｒ
Ｃ
に

メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
に
出
か
け
た
時
、

「
名
前
を
呼
ば
れ
た
ら『
ヒ
ヤ
ー
』

（ I am
 here

）
と
言
え
」、
と
言

わ
れ
た
の
が
、
幼
い
私
と
ロ
ー
タ
リ
ー
と
の
最

初
の
出
会
い
で
し
た
。

そ
の
後
Ｒ
Ｃ
の
青
少
年
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

は
じ
ま
り
、
私
の
家
で
も
弟
が
ア
メ
リ
カ
へ
行

き
（
そ
の
頃
は
相
互
の
家
庭
ご
と
の
交
換
で
し

た
の
で
）、
向
こ
う
か
ら
は
お
嬢
さ
ん
を
お
預

か
り
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
女
が
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
に
か
か
り
、
勤
め
て
い
た
会
社
に
電
話

が
か
か
っ
て
来
て
、
お
ぼ
つ
か
な
い
英
語
で
必

死
に
慰
め
た
の
も
思
い
出
で
す
。

■
ご
自
身
の
ロ
ー
タ
リ
ー
歴
は
？

１
９
８
０
年
12
月
（
埼
玉
県
議
会
議
員
補
欠

選
挙
当
選
直
後
）、
浦
和
東
Ｒ
Ｃ
入
会
し
ま
し

た
。
１
９
９
１
年
、
浦
和
市
長
に
当
選
後
は
浦

和
市
内
各
ク
ラ
ブ
名
誉
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

退
任
し
て
２
０
０
９
年
に
浦
和
Ｒ
Ｃ
入
会
し
、

今
年
、
浦
和
Ｒ
Ｃ
の
会
長
に
な
り
ま
し
た
。

浦
和
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

相
川 

宗
一
様

（
前
さ
い
た
ま
市
長
）

●
今
回
は
、
我
が
地
区
で
一
番
の

歴
史
が
あ
り
、
会
員
数
も
一
番
の

名
門
ク
ラ
ブ
、
浦
和
Ｒ
Ｃ
の
相
川

宗
一
第
59
代
会
長
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
相
川
会
長
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ

う
に
、
前
さ
い
た
ま
市
長
で
、
さ
い

た
ま
市
名
誉
市
民
で
す
。

政
令
指
定
都
市
の
市
長
（
人
口
第
９

位
）
が
、
退
任
さ
れ
て
か
ら
Ｒ
Ｃ
会

長
に
な
ら
れ
た
の
は
全
国
で
も
前
例

が
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
政
治
家
の
仕
上
げ
の
活
動
が
、

ロ
ー
タ
リ
ー
で
の

《
奉
仕
を
通
じ
て
平
和
を―

》 
｢

さ
す
が
相
川
さ
ん
！｣

、
と
て
も

素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
月
信
担
当
副
幹
事
・
吉
田
英
一(

鳩
ヶ
谷
Ｒ
Ｃ)

■
入
会
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

長
い
間
政
治
に
掛
か
り
切
り
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
あ
る
意
味
で
浦
島
太
郎
的
な
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。Ｒ
Ｃ
に
入
会
し
た
お
陰
で
、

早
く
現
実
に
復
帰
で
き
た
部
分
も
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
昔
か
ら
の
多
く
の
友

人
と
ま
た
仲
間
と
し
て
付
き
合
え
る
こ
と
が

良
か
っ
た
。

■
浦
和
Ｒ
Ｃ
の
増
強
の
秘
訣
は
？

声
を
掛
け
て
断
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
一
人
で
多

く
の
方
を
誘
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
一
度
誘
っ
た

ら
フ
ォ
ロ
ー
を
忘
れ
ず
に
行
う
こ
と
で
す
。

会
員
の
属
し
て
い
る
他
の
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）

に
出
席
し
た
時
は
、
適
格
者
は
い
な
い
か
と

も
う
一
度
探
し
て
み
ま
す
。

■
退
会
し
よ
う
と
思
っ
た
事
は
？

も
ち
ろ
ん
な
い
。

■
行
政
の
長
と
ロ
ー
タ
リ
ー
の
会
長

相
通
じ
る
所
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

行
政
の
長
の
人
気
は
１
期
４
年
、Ｒ
Ｃ
の
会
長
は

１
期
１
年
。そ
れ
だ
け
行
政
課
題
は
短
期
で
は
成

し
得
な
い
も
の
が
多
く
、駅
周
辺
再
開
発
事
業
は

20
年
〜
30
年
、道
路
を
新
規
に
通
す
に
は
用
地

買
収
か
ら
40
年
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
任
期
の
長
短
は
あ
り
ま
す
が
、長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
一
丸
と
な
る
こ
と
。ま

た
、長
が
き
ち
ん
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

唯
Ｒ
Ｃ
は
会
員
み
ん
な
が
長
に
協
力
す
る
姿
勢

で
す
が
、
政
治
の
世
界
は
反
対
勢
力
も
多
く
、
仕

事
を
進
め
る
に
は
よ
り
困
難
性
が
あ
り
ま
す
。

■
行
政
を
離
れ
、ロ
ー
タ
リ
ー
な
ら
で

は
の
活
動
を
お
考
え
で
す
か
？

ロ
ー
タ
リ
ー
の
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
。

ロ
ー
タ
リ
ー
の

社
会
的
地
位
を

上
げ
る
こ
と
で
す
ね
。

二
つ
と
も
会
員
増
強
に
繋
が
り
ま
す
。

■
市
長
時
代
に
遣
り
残
し
た
事
は
？

こ
れ
か
ら
は
財
政
的
に
難
し
い
局
面
を
迎
え

る
こ
と
を
予
想
し
て
企
業
誘
致
と
観
光
に
力

を
入
れ
ま
し
た
。

鉄
道
博
物
館
の
誘
致
と
大
宮
盆
栽
美
術
館
は

で
き
た
の
で
す
が
、
も
う
一
つ
、
岩
槻
に
人

形
会
館
を
造
り
、
浦
和
の
う
な
ぎ
と
共
に
観

光
の
目
玉
に
し
た
か
っ
た
で
す
。

そ
の
他
再
開
発
事
業
で
は
、
大
宮
駅
周
辺

東
西
再
開
発
や
地
下
鉄
７
号
線
の
延
伸
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
教
育
環
境
の
整

備
に
は
全
力
を
注
ぎ
、
小
学
校
へ
の
ガ
ー

ド
マ
ン
配
置
、
小
中
全
教
室
へ
の
冷
暖
房

完
備
、
図
書
館
へ
の
司
書
配
置
、
中
三
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
等
を
実
現
し
て
参
り

ま
し
た
。
学
校
耐
震
工
事
が
完
成
し
な
か
っ

た
こ
と
は
残
念
で
す
。

■
名
誉
市
民
と
は
、
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
お
役
目
が
あ
る
の
で
す
？

成
人
式
や
戦
没
者
追
悼
式
等
、
市
の
公
式
行

事
へ
の
出
席
で
す
。

■
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ワ
ン
イ
ヤ
ー
ル
ー

ル
を
ど
う
思
い
ま
す
？

潔
く
て
良
い
と
思
い
ま
す
よ
。

但
し
、
現
会
長
・
直
前
会
長
・
次
年
度
会
長

は
良
く
連
絡
を
と
り
、
単
年
度
で
は
な
し
得

な
か
っ
た
事
業
や
継
続
す
べ
き
事
業
に
つ
い

て
協
議
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

■
親
子
三
代
同
じ
市
の
市
長
。
幼
い
頃

か
ら
政
治
家
を
志
し
た
の
で
す
か
？

県
庁
所
在
地
の
市
長
と
し
て
は
親
子
三
代

と
い
う
の
は
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

幼
い
時
に
政
治
家
を
志
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
祖
父
、
父
と
も
政
治
家
で
し

た
か
ら
、
政
治
や
選
挙
が
い
つ
も
身
近
に

あ
り
ま
し
た
。

私
は
県
会
議
員
補
欠
選
挙
の
立
候
補
か
ら

政
界
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
時
は
先
輩
議

員
の
参
議
院
へ
の
転
出
、
も
う
一
人
の
方

の
急
逝
で
補
欠
選
挙
が
あ
り
、
急
で
し
た

の
で
知
名
度
の
あ
っ
た
私
が
推
さ
れ
ま
し

た
。
め
ぐ
り
合
わ
せ
を
感
じ
ま
す
。

尚
、
祖
父
も
父
も
浦
和
市
長
を
努
め
た
後

Ｒ
Ｃ
に
入
会
し
て
い
ま
す
の
で
、私
に
と
っ

て
も
市
長
退
職
後
に
入
会
す
る
こ
と
は
、

ご
く
自
然
の
成
り
行
き
で
し
た
。

■
家
業
は
米
穀
商
と
お
聞
き
し
ま
し
た

が
、
創
業
は
い
つ
頃
で
す
か
？

明
治
の
初
め
に
県
庁
が
開
か
れ
、
俸
給
生
活

者
が
生
ま
れ
米
屋
が
必
要
と
な
り
始
め
た
よ

う
で
す
。
米
屋
と
し
て
は
私
で
４
代
目
。

相
川
家
と
し
て
は
12
代
目
で
す
。

■
レ
ッ
ズ
と
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
、
同
じ
市

に
２
つ
の
Ｊ
１
ク
ラ
ブ
。
フ
ァ
ン
と
し
て
は

ど
う
な
さ
い
ま
し
た
？

市
長
時
代
は
双
方
の
後
援
会
長
で
し
た
。
自

宅
は
旧
中
山
道
に
面
し
て
い
ま
す
の
で
テ
ラ

ス
に
双
方
の
旗
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、
通

行
す
る
人
に
は
随
分
不
思
議
が
ら
れ
ま
し

た
。
在
任
中
、
レ
ッ
ズ
に
駒
場
ス
タ
ジ
ア
ム

を
、
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
に
は
ナ
ッ
ク
フ
ァ
イ

ブ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
造
り
、
平
等
に
応
援
し
た

つ
も
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
今
は
原
点
に
帰
っ

て
い
ま
す
。

■
座
右
の
銘
は
何
か
ご
ざ
い
ま
す
か
？

「
我
以
外 

      

　
皆
我
師
」

■
最
後
に
、
田
中
ガ
バ
ナ
ー
に
一
言
！

健
康
に
留
意
し
て
、
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い.

。
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八
潮
イ
ブ
ニ
ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

7/25

八
潮
み
ら
い
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

9/7

鴻
巣
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

9/11

越
谷
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

9/12 9/4

9/4

三
郷
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

大
宮
北
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

公
式
訪
問

公
式
訪
問

公
式
訪
問

ぞ
く

レ
ポ
ー
ト

ぞ
く

公
式
訪
問
ど
ん

レ
ポ
ー
ト

ど
ん

　
7
月
25
日
（
水
）
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、
第
9
グ
ル
ー

プ
布
施
雅
章
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
迎
え
し
て
、
第
9
グ
ル
ー

プ
ト
ッ
プ
の
公
式
訪
問
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
例
会
前
の
懇
談
会
で
は
会
長
、
幹
事
、
次
年
度
会
長
を

交
え
会
員
増
強
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
２
０
１
１
〜
１
４
年

度
準
会
員
試
験
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
展
状
況
を
お
話
を
し
、

ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
、
会
員
夫
人
も
出
席
を
し
ま
し
て
、
行
わ
れ
、

田
中
作
次
Ｒ
Ｉ
会
長
年
度
の
活
動
計
画
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
分
か
り
や
す

く
ご
指
導
を
頂
き
、

ク
ラ
ブ
協
議
会
で

は
、
各
委
員
長
の
年

度
計
画
、
活
動
方
針

を
発
表
し
、
総
括
の

講
評
を
頂
き
、
良
い

公
式
訪
問
ク
ラ
ブ
協

議
会
に
な
っ
た
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
、

布
施
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

に
は
長
時
間
に
わ
た

り
、
ご
指
導
頂
き
心

よ
り
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
９
月
４
日
、
大
宮
北
東
R
C
の

訪
問
を
終
え
て
か
ら
田
中
ガ
バ

ナ
ー
の
公
式
訪
問
を
受
け
ま
し

た
。
17
時
か
ら
18
時
迄
会
長
幹
事
、

並
び
に
エ
レ
ク
ト
と
の
懇
談
、
会

員
と
の
会
食
の
後
18
時
30
分
か
ら

Ｒ
Ｉ
田
中
作
次
会
長
の
紹
介
と
方

針
、
地
区
の
取
り
組
み
な
ど
映
像

を
交
え
分
か
り

や
す
く
お
話
し

に
な
ら
れ
、
ク

ラ
ブ
協
議
会
で

は
各
委
員
長
の

発
表
に
耳
を
傾

け
ら
れ
的
確
な

御
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
22

時
迄
、
各
会
員

と
膝
を
交
え
て

懇
親
を
深
め
ら

れ
、
今
年
の
ガ

バ
ナ
ー
は
今
迄

で
一
番
！
の
声

で
持
ち
切
り
で

し
た
。

　
ガ
バ
ナ
ー
田
中
德
尚

様
、
第
４
グ
ル
ー
プ
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
　
加
藤
和
正

様
を
お
迎
え
し
、
会
員
・

現
年
度
米
山
記
念
奨
学

生
　
周
雪
佳
さ
ん
・
現
在

イ
ギ
リ
ス
に
留
学
中
で
あ

り
一
時
帰
国
し
て
い
る
２

０
１
０
、
２
０
１
１
年
度

米
山
学
友
の
周
浩
さ
ん

出
席
の
中
、
公
式
訪
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
・
幹
事
懇
談
会
、

例
会
、
ク
ラ
ブ
協
議
会
と

長
丁
場
で
し
た
が
、
映
像
を
駆
使
さ
れ
非
常
に
わ
か
り
や
す

く
ご
指
導
を
戴
き
ま
し
た
が
、
一
貫
し
て
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の

当
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
応
援
・
サ
ポ
ー
ト
の
気
持
ち
が
溢
れ
て

い
た
事
が
印
象
的
で
し
た
。
特
に
少
人
数
で
も
、
正
し
く
・

活
発
に
活
動
し
て
い
く
事
。
ク
ラ
ブ
の
「
風
」
作
っ
て
い
き
、

ク
ラ
ブ
へ
の
愛
着
を
持
つ
会
員
を
一
人
で
も
増
や
す
事
に
よ

り
、
更
な
る
発
展
を
目
指
す
。
と
の
励
ま
し
を
戴
い
た
事
が
、

非
常
に
あ
り
が
た
く
、
活
力
に
な
り
ま
し
た
。
有
意
義
な
時

間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
、

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
設
定
な
ど
設
営
に

ご
協
力
戴
き
ま
し
た
地
区
副
幹
事
　
増
井
千
恵
子
様
に
御

礼
を
申
し
上
げ
、
報
告
と
致
し
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
９
月
７
日
　
こ
の
日
は
我
々
、
八
潮
み
ら

い
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
一
同
に
と
っ
て
、
生
涯
忘
れ
る

事
が
出
来
ぬ
日
に
な
り
ま
し
た
。
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、

布
施
雅
章
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え
し
て
、
合
併
後
初
め

て
の
公
式
訪
問
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
式
訪

問
後
に
は
合
併

認
証
状
伝
達
式

を
開
催
す
る
と
い

う
、
過
去
に
例
の

無
い
日
程
で
の
開

催
で
す
。
今
後
、

こ
の
よ
う
な
公
式

訪
問
を
す
る
ク
ラ

ブ
は
出
て
こ
な
い

で
し
ょ
う
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
、

布
施
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
、 

ご
指
導
、
そ

し
て
大
変
有
意

義
な
一
日
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
会
員
一
同

心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
残
暑
厳
し
い
９
月
11
日

に
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
と
、

鴻
巣
ク
ラ
ブ
会
員
で
も
あ
る

福
士
満
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を

お
迎
え
し
て
、
公
式
訪
問
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
今
年
度
佐
藤
会

長
、
武
渕
幹
事
そ
し
て
福
島

会
長
エ
レ
ク
ト
の
３
名
と
の

懇
談
会
が
行
わ
れ
、
鴻
巣
ク

ラ
ブ
の
現
況
特
に
会
員
増

強
に
関
し
て
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
も
と
大
変
有
意
義

な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
利
用
し
た
、
今

年
度
R
I
方
針
、
リ
ス
ボ
ン
国
際
大
会
参
加
要
請
な
ど
の
卓

話
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
３
名
の
会
員
に
新
会

員
ス
ポ
ン
サ
ー
の
バ
ッ
ジ
を
直
接
付
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　
例
会
後
の
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、
各
委
員
長
の
今
年
度
方

針
、
計
画
及
び
実
施
方
法
の
発
表
に
対
し
て
、
大
変
分
か
り
や

す
く
ご
助
言
、
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
協
議
会
終
了
後
、
懇

親
会
の
代
わ
り
に
コ
ー
ヒ
ー
と
ケ
ー
キ
を
召
し
上
が
っ
て
頂
き

な
が
ら
、
さ
ら
に
ロ
ー
タ
リ
ー
に
関
し
て
の
事
や
リ
ス
ボ
ン
国

際
大
会
参
加
へ
の
事
な
ど
の
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
以
上
、大
変
有
意
義
な
公
式
訪
問
で
し
た
、田
中
ガ
バ
ナ
ー
、

福
士
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に

今
年
度
の
公
式
訪
問
に
際
し
、
鴻
巣
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
１
０
０
％
出
席
で
お
迎
え
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し

あ
げ
ま
し
て
終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
9
月
12
日
、
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、
関
森
初
義
ガ
バ
ナ
ー

補
佐
を
お
迎
え
し
公
式
訪
問
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
全
員
出
席
例
会
を
目
標
に
出
席
会
場
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
早
く
か
ら
全
会
員
に
出
席
を
呼
び
掛
け
を
致

し
ま
し
た
。

　
例
会
に
先
立
ち
、会
長
、幹
事
、会
長
エ
レ
ク
ト
、副
幹
事
、

同
席
の
も
と
和
や
か
に
ク
ラ
ブ
の
現
状
を
御
指
導
頂
き
ま

し
た
。
ガ
バ
ナ
ー
卓
話
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て

運
営
方
針
を
詳
細

に
説
明
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ク
ラ

ブ
協
議
会
に
移
り

各
委
員
長
の
事
業

計
画
の
発
表
と
説

明
を
熱
心
に
お
聴

き
頂
き
、
説
明
後

に
ガ
バ
ナ
ー
か
ら

講
評
を
頂
き
、
最

後
に
関
森
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
か
ら
講

評
を
頂
き
、
無
事

公
式
訪
問
が
終
了

し
ま
し
た
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
、

関
森
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。



25 24

浦
和
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

9/13

鳩
ヶ
谷
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

9/13

戸
田
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

9/20

9/19

9/18

大
宮
シ
テ
ィ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

春
日
部
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

公
式
訪
問

公
式
訪
問

公
式
訪
問

つ
ぎ

レ
ポ
ー
ト

つ
ぎ

公
式
訪
問
ぼ
ん

レ
ポ
ー
ト

ぼ
ん

　　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
・
國
光

勝
三
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え

し
て
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
浦
和
中
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
は
夜
間
例
会
の
ク

ラ
ブ
で
す
の
で
、
午
後
5
時
に

ガ
バ
ナ
ー
と
の
面
談
が
行
わ
れ
、

ガ
バ
ナ
ー
か
ら
増
強
の
こ
と
や

財
団
の
寄
付
、
ク
ラ
ブ
の
事
業

の
こ
と
な
ど
大
変
丁
寧
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
午
後
6
時
30
分
か
ら
の
例
会
で
は
当
ク
ラ
ブ
の

セ
レ
モ
ニ
ー
に
引
き
続
き
、
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
卓
話
を
戴
き
ま

し
た
。
卓
話
の
中
で
特
に
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
得
意
な
デ
ー
タ

を
駆
使
し
て
各
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
の
推
移
を
グ
ラ
フ
で
紹

介
し
、
会
員
減
少
の
危
機
感
な
ど
を
大
変
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
リ
ス
ボ
ン
の
国

際
大
会
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、
当
地
区
か
ら
3
0
0
名

で
国
際
大
会
に
参
加
し
よ
う
と
呼
び
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
各
委
員
長
か
ら
年
度
の
計
画
・
報
告

そ
し
て
活
発
な
意
見
や
建
設
的
な
質
問
が
な
さ
れ
、
ガ
バ

ナ
ー
も
そ
れ
に
対
し
て
大
変
丁
寧
に
、
い
ろ
い
ろ
な
例
を
参

考
に
さ
れ
て
熱
の
こ
も
っ
た
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

ク
ラ
ブ
の
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
、
各
事
業
へ
の
取
り
組

み
な
ど
大
変
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
ど
も
浦
和
中

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
大
変
素
晴
ら
し
い
時
間
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
田
中
ガ
バ

ナ
ー
・
國
光
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
拍
手
の
中
、ガ
バ
ナ
ー
入
場
よ
り
公
式
訪
問
例
会
は
始
ま

る
。R
I
・
地
区
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
た
ク
ラ
ブ
テ
ー
マ「
ロ
ー
タ

リ
ー
ら
し
さ
の
追
求
」、「
ら
し
さ
」を
求
め
る
会
長
挨
拶
。財
団

褒
賞
・
米
山
褒
賞
者
　
各
５
名
、小
山
清
新
会
員
と
推
薦
者
に

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
バ
ッ
ヂ
の
授
与
。
ガ
バ
ナ
ー
卓
話
で
は
、田
中

作
次
R
I
会
長
が「
奉
仕
を
通
じ
て
平
和
を
」を
発
表
す
る
と
、

会
場
は
歓
声
と
拍
手
が
鳴
り
響
き
渡
っ
た
。そ
し
て
、詳
細
な

る
目
標
・
戦
略
の
解
説
。ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、各
委
員
長
か
ら

創
立
50
周
年
に
向
け
て
の

目
標
・
活
動
、補
助
金
の
積

極
的
活
用
、財
団
・
米
山
と

も
に
寄
付
目
標
は
達
成
な

ど
の
報
告
。
ガ
バ
ナ
ー
か
ら

集
団
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
の
企

画
、
40
名
の
ク
ラ
ブ
で
こ
れ

だ
け
の
事
業
を
や
っ
て
い
る

の
は
素
晴
ら
し
い
、こ
れ
ら

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
残

す
よ
う
に
な
ど
の
ご
教
授
。

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
総
評
に
て

終
わ
る
。

　
懇
談
会
、公
式
訪
問
例

会
、ク
ラ
ブ
協
議
会
と
長
い

一
日
で
し
た
が
、そ
れ
以
上

に
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

田
中
ガ
バ
ナ
ー
、真
野
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
、小
倉
副
幹
事
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
そ
し
て
第
３
グ
ル
ー
プ
斉
藤
博
一
ガ

バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え
し
て
公
式
訪
問
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
じ
第
３
グ
ル
ー
プ
の
公
式
訪
問
が
、
昼
間
開
催
さ
れ
て
お

り
、
続
い
て
夕
方
当
ク
ラ
ブ
の
公
式
訪
問
と
い
う
ハ
ー
ド
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
し
た
が
、
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
印
象

を
受
け
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
始
ま
り
、
ク
ラ
ブ
協
議
会
、
例
会
、
そ
し
て
懇
親

会
。
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、
各
委
員
会
の
事
業
計
画
に
つ
き
ま

し
て
も
的
確
な
助
言
を
頂
き
、
今
後
の
奉
仕
活
動
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
会
卓
話
で
は
、
今
年
度
の
Ｒ
Ｉ

戦
略
計
画
の
優
先
項
目

等
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
映
し
な
が
ら
熱
く
語

ら
れ
、
会
員
一
同
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
公
式
訪
問
で

田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、

斉
藤
博
一
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
の
当
ク
ラ
ブ
へ
の
期

待
や
沢
山
の
お
褒
め
の

言
葉
を
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
会
員
一
同

身
を
引
き
締
め
、
奉
仕

活
動
に
邁
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　　
巣
鴨
信
用
金
庫
戸
田
支

店
の
例
会
場
に
お
い
て
、
ガ

バ
ナ
ー
田
中
德
尚
公
式
訪

問
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

11
時
よ
り
ガ
バ
ナ
ー
、
第

12
グ
ル
ー
プ
溝
上
西
二
ガ

バ
ナ
ー
補
佐
そ
し
て
ク
ラ

ブ
よ
り
会
長
、
幹
事
、
会
長

エ
レ
ク
ト
同
席
の
も
と
面

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ

ブ
の
特
徴
、
現
状
と
活
動

状
況
を
説
明
し
、
ガ
バ
ナ
ー

よ
り
出
席
率
の
向
上
、
奉

仕
活
動

に
つ
い

て
大
変
良
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　
増
強
に
対
し
ま
し
て
戸
田
西
R
C
は
今

年
度
2
名
の
増
強
が
あ
り
ま
し
た
が
、
も
っ

と
目
標
は
上
に
お
き
な
さ
い
と
言
う
ご
指

摘
を
受
け
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
、
今

の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
現
状
を
説
明
し
て
頂
き
、

ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
各
委
員
会
の
活
動
報

告
に
対
し
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、

和
や
か
な
公
式
訪
問
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
会
員
一
同
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

大
宮
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

9/19
　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
、

加
藤
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
、阿
部
地
区
副

幹
事
に
は
過
密
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お

し
て
の
ご
来
訪
に

厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
懇
談
会
や
ク
ラ

ブ
協
議
会
を
通
し

て
会
員
増
強
・
職

業
分
類
・Ｃ
Ｌ
Ｐ

な
ど
ク
ラ
ブ
運
営

に
つ
い
て
多
岐
に

わ
た
り
的
確
な
ご

指
導
を
頂
き
、有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ガ
バ
ナ
ー
の
熱
意
に
会
員
一
同
感
激
を
覚
え
ま
す
と
共
に
、こ

れ
ら
を
今
後
の
ク
ラ
ブ
運
営
に
生
か
し
て
参
り
ま
す
。改
め
て

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　
9
月
中
旬
と
は
言
え
酷
暑
と
言
え
る
暑
さ
の
中
、
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
シ
ャ
ト
ー
赤
柴
に
田
中
德
尚
ガ
バ

ナ
ー
、
髙
野
好
勝
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え
し
て
公
式
訪

問
例
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
例
会
に
先
立
っ
て
の
懇
談

会
は
、
会
員
増
強
、
財
団
、
米
山
に
懸
け
る
ガ
バ
ナ
ー
の

熱
い
気
持
が
、
１
時
間
半
の
時
を
あ
っ
と
言
う
間
に
駆
け

抜
け
て
行
き
ま
し
た
。

　
昼
食
後
の
例
会
後
半
の
ガ
バ
ナ
ー
卓
話
は
、
田
中
作
次

R
I
会
長
と
の
協
調
を
強
く
語
ら
れ
、
そ
の
後
の
ク
ラ
ブ

協
議
会
に
於
き
ま
し
て
は
、
各
委
員
長
の
多
種
多
様
な
問

い
に
的
確
か
つ
有
意
義
な
助
言
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今

後
の
当
ク
ラ
ブ

の
活
動
に
大
き

な
一
石
を
戴
い

た
一
時
で
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の

10
ヵ
月
も
お
体
に

十
分
ご
自
愛
戴

き
ご
活
躍
ご
指
導

賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。
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蕨
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
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蓮
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

9/26 9/27

草
加
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

草
加
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

草
加
松
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

公
式
訪
問

公
式
訪
問

公
式
訪
問

み
る

レ
ポ
ー
ト

み
る

公
式
訪
問
ば
ん

レ
ポ
ー
ト

ば
ん

合　同

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、
布
施
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
、
小
倉
地
区
副
幹
事
、
大

塚
補
佐
幹
事
を
お
迎
え
し
て
、
草
加

市
内
３
ク
ラ
ブ
合
同
公
式
訪
問
が
９

月
27
日
18
時
よ
り
草
加
文
化
会
館

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
、
午
後
4
時
よ
り
各
ク
ラ
ブ
の
会

長
、
幹
事
の
面
談
が
あ
り
、
草
加
松

原
・
草
加
南
・
草
加
中
央
と
進
ん
で

い
き
ま
し
た
。
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
面

談
は
、
優
し
さ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
の

思
い
が
伝
わ
る
気
が
し
ま
し
た
。
人

数
が
少
な
い
、
予
算
が
な
い
、
高
齢

化
、
そ
ん
な
言
い
訳
で
は
な
く
ク
ラ

ブ
の
良
さ
、
特
徴
を
十
分
把
握
し
、

生
か
し
、
さ
ら
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を
勉
強
し
経
験
を
積
み
上
げ
て
い

く
様
に
と
、
そ
ん
な
事
を
教
え
て
頂
い
た
気
が
し
ま
す
。

　
例
会
は
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
・
幹
事
で
進
行
し
、
令
夫
人
も
参
加

し
て
頂
き
何
時
に
な
い
緊
張
し
た
例
会
で
し
た
。田
中
ガ
バ
ナ
ー
、

布
施
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の
益
々
の
ご
活
躍
と
お
体
を
大
切
に
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
草
加
南
）

　
９
月
27
日
（
木
）
に
草
加
市
文
化
会
館
に
お
き
ま
し
て
、
草
加

松
原
Ｒ
Ｃ
、
草
加
南
Ｒ
Ｃ
、
草
加
中
央
Ｒ
Ｃ
の
３
ク
ラ
ブ
合
同
ガ

バ
ナ
ー
公
式
訪
問
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
16
時
か
ら
各
ク
ラ

ブ
の
会
長
幹
事
と
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
並
び
に
布
施
雅
章

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
と
の
懇
談
会
に
始
ま
り
、
全
員
で
の
記
念

写
真
撮
影
、
例
会
、
３
ク
ラ
ブ
会
員
と
の
懇
談
会
へ
と
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
令
夫
人

も
４
名
参
加
し
ガ
バ
ナ
ー
も
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
が
、
当

日
に
新
会
員
入
会
式
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
幹
事
と

し
て
唯
一
心
残
り
と
な
り
ま
し
た
。（
草
加
松
原
）

春
日
部
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

春
日
部
イ
ブ
ニ
ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

9/25　
春
日
部
イ
ブ
ニ
ン
グ
と
春
日
部
南
の
、
初
め
て
の
試
み
で

合
同
公
式
訪
問
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
２
ク
ラ
ブ
は
、
同
例
会

場
な
の
で
会
員
同
士
も
ほ
と
ん
ど
知
り
合
い
で
、
誠
に
ス
ム
ー

ズ
に
行
き
ま
し
た
。
事
前
の
打
合
せ
は
、
真
野
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

の
御
指
導
の
も
と
で
数
回
行
い
ま
し
た
。
た
だ
、
リ
ハ
ー
サ
ル

は
各
々
の
ク
ラ
ブ
で
行
っ
た
の
で
、
今
後
は
リ
ハ
ー
サ
ル
も
合

同
の
方
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
事
と
思
い
ま
す
。

　
又
、
時
間
的
に
は
少
々
た

り
な
か
っ
た
感
じ
が
致
し
ま

し
た
。
大
変
良
か
っ
た
事
は
、

他
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
が
良

く
わ
か
っ
た
事
で
、
今
後
是

非
合
同
公
式
訪
問
を
行
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
春
日
部
南
R
C)

　
創
立
以
来
、
初
め
て
、
合

同
（
春
日
部
南
R
C
）
公
式
訪

問
例
会
を
無
事
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
！
！

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
温
か
い

助
言
と
適
格
な
ご
指
導
を
頂

き
、
会
員
数
20
名
の
少
数
会

員
の
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
坂
寄

会
長
を
先
頭
に
、
事
業
や
目

標
が
達
成
で
き
ま
す
よ
う
に
、

一
歩
一
歩
、
歩
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

皆
様
の
温
か
い
友
情
と
、
ご

支
援
、
ご
協
力
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
春
日
部
イ
ブ
ニ
ン
グ
）

合　同

　
10
月
2
日
（
火
）、
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、
溝
上
西
二
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え
し
て
公
式
訪
問
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
会
に
先
立
っ
て
の
ガ
バ
ナ
ー
・
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
・
会
長
・
会

長
エ
レ
ク
ト
の
懇
談
の
中
で
は
増
強
、ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
、
米

山
記
念
奨
学
会
に
つ
い
て
の
使
命
が
語
ら
れ
、
当
ク
ラ
ブ
の
状

況
を
も
含
め
て
熱
心
な
懇
談
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ガ
バ
ナ
ー
の
卓
話
で
は
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
今
年

度
の
Ｒ
Ｉ
テ
ー
マ
と
地
区
活
動
方
針
並
び
に
地
区
運
営
方
針

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
全
員
が
再
認
識
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
運
営
関
連
毎
の
委
員
会
の
発

表
の
後
に
講
評
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
2
年
後
に
創
立
50

周
年
を
迎
え
る
当
ク
ラ
ブ
に
、
会
員
が
共
有
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
長
期
計
画
を
定
め
る
努
力
を
し
、
会
員

が
共
通
意
識
の
下
で
ク
ラ
ブ
運
営
を
し
、
増
強
に
つ
い
て
は

大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
取
り

組
む
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
溝
上
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
に
講
評
し
て
い
た
だ
き
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。
ガ
バ

ナ
ー
の
ご
厚
意
に
感
謝
し
、

益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　
９
月
26
日
10
時
55
分
、

田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
自

ら
車
を
駆
っ
て
例
会
場

に
ご
到
着
。
車
の
ト
ラ
ン

ク
よ
り
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
機
材
等
、多
く
の
資

料
を
持
ち
込
ま
れ
る
。

　
さ
っ
そ
く
梨
本
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
、
古
壕
会
長

エ
レ
ク
ト
、
野
村
幹
事

を
交
え
て
の
懇
談
会
が

始
ま
る
。
事
前
提
出
の

資
料
を
基
に
、
和
気
あ

い
あ
い
の
中
に
も
鋭
い
指
摘
、
ご
指
導
を
受
け
、
瞬
く
う
ち
に

例
会
開
始
時
間
と
な
る
。
例
会
で
は
田
中
作
次
R
I
会
長
の
本

年
度
の
方
針
に
沿
っ
て
、
地
区
の
活
動
方
針
「
ロ
ー
タ
リ
ー
で

新
し
い
出
会
い
を
」
を
多
く
の
例
を
元
に
説
明
さ
れ
た
。
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
会
員
増
強
で
は
、
近
藤
委
員
長
に
直
々
に
増

強
促
進
バ
ッ
ジ
渡
さ
れ
、
そ
の
任
を
鼓
舞
さ
れ
た
。
ま
た
、
例

会
に
出
席
し
て
い
た
蓮
田
松
韻
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
生

徒
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
認
定
書
を
授
与
す
る
労
を
と
ら
れ
た
。

当
ク
ラ
ブ
の
年
次
計
画
書
を
手
に
取
り
「
こ
れ
が
印
刷
か
ら
す

べ
て
、
ク
ラ
ブ
手
作
り
と
は
驚
き
、
計
画
書
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ

れ
ば
必
ず
上
位
入
賞
で
し
ょ
う
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

く
。
例
会
に
次
い
で
の
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
各
委
員
長
の
発
表

に
対
し
、
的
確
に
わ
か
り
や
す
く
助
言
、
講
評
を
頂
い
た
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
公
式
訪
問
に
よ
り
当
ク
ラ
ブ
全
員
に
、
こ

こ
か
ら
ま
た
新
た
な
出
発
の
意
気
込
み
が
生
ま
れ
た
。

大
宮
南
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

9/20
　
残
暑
が
ま
だ

大
変
厳
し
い
お

彼
岸
入
り
の
9

月
20
日(

木)

、

昼
他
ク
ラ
ブ
、

夕
方
大
宮
南
東

ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ 

へ
。
本
日

2
度
目
の
公
式

訪
問
の
田
中
ガ

バ
ナ
ー 

、
我
が

第
3
グ
ル
ー
プ

の
昨
日
か
ら
連

続
公
式
訪
問
中

斎
藤
ガ
ハ
ナ
ー

補
佐
、
夕
方
で

も
30
℃
の
大
変
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
夜
20
時
ま
で
大
宮
南
東

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
例
会
場
ア
ウ
ル
ホ
テ
ル
大
宮
に
お
い
て

大
変
熱
心
な
例
会
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
少
人
数
ク
ラ
ブ
の
例
会
運
営
の
あ
り
方
な
ど
、
人

柄
あ
ふ
れ
る
ガ
バ
ナ
ー
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
有
意
義

な
一
日
で
あ
っ
た
事
が
、一
週
間
後
の
例
会
に
お
い
て
発
揮
さ

れ
、　
又
今
後
も
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
は
公
式
訪
問
終
了
後
に
す
ぐ
車
で
長
野
県

蓼
科
の
方
に
車
で
向
か
い
ま
し
た
が
仕
事
で
し
ょ
う
ね
。
仕

事
も
疲
れ
を
知
ら
な
い
元
気
あ
ふ
れ
る
活
力
で
、
さ
す
が
ガ

バ
ナ
ー
と
こ
ち
ら
も
感
動
し
ま
し
た
。
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Infomation & news

一枚目は今年度の派遣候
補生、二枚目は帰ってきた
ばかりの新ローテックスの
写真です。行く人はまだ固
いつぼみで、帰って来た人
はガゼン弾けてマス。
（写真提供／ローテックス

　梅津佑理恵、斎藤玲奈）

●9月29日（土）に交換留学生の帰国報告会を開催

　10月15日、素晴しい晴天に恵
まれて、参加者 261 名で開催さ
れました。皆様のご協力で、より
一層の東日本大震災及びポリオ
撲滅の支援ができそうです。
　優勝は久喜菖蒲の平澤会員。
賞品も被災地からの特産物！
おめでとうございます！
（主催/鳩ヶ谷RC　吉田）

（写真は優勝の平澤道男会員）

●10月15日地区大会記念
　ゴルフ大会開かれる。

順位表

　10月５日、第２回諮問委員会終
了後、北清治 RI 理事（２０１３～
１５）の就任祝賀会がロイヤルパ
インズホテルで開かれた。当地区
からは田中作次 PDG 以来２人目
の RI 理事であり、益々のご活躍
を期待しています。

●研修リーダーセミナー開催される

　八潮中央 RC と八潮シティ RC が合併し、八潮みらい RC が誕生。
その合併認証状伝達式が、9 月 7 日に浅草ビューホテルで開催されま
した。金杉光左生実行委員長、お疲れ様でした。
　加藤修初代会長、合併というみらいに向かって、頑張ってください。

●北ＲＩ理事の就任祝賀会開かれる。 ●八潮みらい設立総会

◎「ロータリーと戦略計画」　
　三木 明　2012　6p（D.2720）

◎「ロータリーの進化について」
　重田政信　2012　8p（D.2790）

◎「ロータリーの心と原点」　
　廣畑富雄　2012　10p（D.2740）

◎「善き仲間と共に」　
　中村靖治　2012　6p（D.2740）

◎「ロータリーの心を学ぶための
　教育の場にもう一度作り変えていく」
　上野 孝　2012　6p （D.2740）

◎「私が歩みし職業奉仕」　
　藤川享胤　2012　13p（D.2670）

　［上記申込先：ロータリー文庫]

◎「日本ロータリーの曙」　
　田中毅　源流の会　2012　63p　
［申込先：田中毅
               FAX(06)6491-9899］
 
◎「発達障害はどこでつまずくのか
　Vol.３DVD」  D.2680　201
　［申込先：D.2680 
               FAX(078)304-2681］

●「百歳百人の顔」写真展
                        久喜菖蒲RC主催
　直前会長の林明氏が 3 年以上か
けて撮影した107人の、百歳を越え
たお年寄りとそのご家族の写真展。
笑みがこぼれてくる写真。目頭が熱
くなってくる写真。手を合わせたく
なるような写真…。林さん、本当に
素敵な写真をありがとうございまし
た。この写真展、10月11日のNHK
テレビでも紹介されました！

【301号】

●地区大会の講演と
   新着資料より

10月12日18時
より、浦和パル
コ会議室にて開
催されました。
約80人の参加者
がありました。

ロ ー タ リ ー の ブ ラ ン デ ィ ン グとは？
奉 仕 活 動 を 記 事 に してもらう た め の

●ブランドとは何か？　日本語に訳すと「信頼の証。選択の根拠」となる。

　信頼される理由があり、多くの中から選ばれるワケがあるものがブランドだ。

　自分の評価ではなく世間の評価。人が「良い」と言ってくれることがブランドだ。

●広告と記事、どう違うのか？　まず、有料か無料かの違いがある。

　さらに、広告とは自分で、｢うちの饅頭は旨いよ｣というコトである。

　一方記事は、人が、｢あそこの饅頭は旨い｣と言ってくれるというコトだ。

　ブランド(価値)を上げるには、パブリシティ(無料の記事)を狙おう！

← 
一
面
の
ト
ッ
プ
に
は
カ
ラ
ー
枠
で
！

３．記事の活用
記事が載ったことが自分の自信になる。
そして社会への信頼や実績になる。
これでブランドが高まる。掲載記事は
２次利用（紹介・転載）して、内外の評
価をつねに高め続けることが重要だ。

４．結論
何と言ってもマスコミに事前告知をし
なければ誰も気付かない。さらに、社
会奉仕活動に、もう一つ話題性のある
価値を乗せると相乗効果が出る。[ 社
会的に重要度の高いものに仕立てて魅
せる！]ということだ。
手前味噌はＮＧ。ありきたりのモノも
ニュースにならない。参加した市民の
評価の声も大切だ。
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２
．こ
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初
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取
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れ
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っ
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。

何
故
か
？
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供
し
た
か
ら
だ
。

そ
の
情
報
と
は
下
記
の
３
点
で
あ
る
。

●
国
登
録
有
形
文
化
財
の
古
い
建
物
で
、

●
日
本
で
最
小
の
薪
能
が
行
わ
れ
る
。

●
57
回
も
続
き
、
関
東
で
は
最
多
上
演

回
数
。
ギ
ネ
ス
を
目
指
し
て
い
る
。
な
ど

の
話
題
性
が
記
者
の
興
味
を
引
い
た
。

３
．こ
こ
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米
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す
る]

と
い
う
話
題
を
さ
ら
に
乗
せ
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。す
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ま
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き
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乗
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た
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。
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●
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狙
う
上
演
回
数

●
ロ
ー
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い
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仕
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●
米
山
奨
学
生
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特
性
（
里
親
制
度
な
ど
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●
世
界(

外
国
人)

と
日
本(

能
楽)

の
対
比

●
古
典
と
若
者
と
の
対
比

■
こ
う
し
た
相
乗
効
果
で
報
道
価
値
を

高
め
、大
き
な
扱
い
（
１
面
の
カ
ラ
ー
と
、

中
面
の
Ａ
４
大
）
の
記
事
を
獲
得
し
た
。

■
こ
れ
は
、
価
値
に
価
値
を
乗
せ
る
と

ど
の
位
、
記
事
の
扱
い
が
変
わ
る
の
か

と
い
う
一
つ
の
実
験
に
も
な
っ
た
。

■
こ
う
い
う
仕
掛
け
を
、
大
企
業
で
は

専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
で
や
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
を
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
戦
略
（
パ
ブ
打

ち
）
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
ロ
ー

タ
リ
ー
に
必
要
な
戦
略
で
あ
る
と
思
う
。

■
こ
れ
は
薪
能
の
売
れ
残
っ
た
席
を

使
っ
た
の
で
、
さ
ほ
ど
コ
ス
ト
は
か
か
っ

て
い
な
い
。(

空
で
飛
行
機
を
飛
ば
さ
な

い
と
い
う
考
え)

。
コ
ス
ト
は
二
木
屋
が

持
っ
た
け
れ
ど
、
田
中
ガ
バ
ナ
ー
と
中

里
部
門
委
員
長
も
お
手
伝
い
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
。（
二
木
屋
主
人
・
小
林
）

→
四
段
ブ
チ
抜
き
の
記
事
。
大
き
さ
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
く
ら
い
あ
る
。

　
二
木
屋
だ
け
で
は
こ
こ
ま
で
大
き
く
扱
わ
れ
な
い
。

解　説

報告会の様子

月信発行日変更のお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　月信12月号は、地区大会特集を予定しております。
大会終了日（11月18日）以降の編集作業がありますので、発行日を12月10日にさせて頂きますのでご了承ください。

１．仕掛け方
まず新聞社やテレビ局に事前に告知
することから始まる。懇意な記者を
つくっておくことがベスト。

２．魅せ方
企画に、話題性がなくてはならない。
ありきたりの物事だと記事にならな
いか、小さな扱いになる。まず世間
が注目する魅力的な企画が必要だ。

事例研究
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M･P･H（7）

M･P･H（4） M･P･H（7）

M･P･H（7）

春日部

M･P･H（3）M･P･H（2）M･P･H（1）

平成24年8月9日

川口
平成24年9月20日

平成24年8月1日

平成24年9月20日

中村　曻

八潮

山森　喬夫
川口北

平成24年9月25日

幸手中央
平成24年9月27日

M･P･H（3）M･P･H（2）

浦和東
平成24年8月31日

M･P･H（3）M･P･H（2）

浦和中
平成24年8月31日

M･P･H（3）M･P･H（2）

八潮
平成24年9月12日

M･P･H（3）M･P･H（2）

八潮
平成24年9月19日

越谷南
平成24年9月20日

大宮北東
平成24年8月1日 平成24年9月19日

M･P･H（4）

上尾北
平成24年8月10日

M･P･H（4）

浦和東
平成24年8月31日

浦和中
平成24年8月31日

M･P･H（4）

春日部
平成24年9月3日

M･P･H（4）M･P･H（3）M･P･H（1）

M･P･H（4）M･P･H（3）

平成24年9月20日

M･P･H（6）

M･P･H（6）

春日部
平成24年9月6日

大宮西
平成24年9月25日平成24年9月3日

斉藤　芳男

林　　正

井上　亮

松本　和孝

平田　利雄

田口　武

田村　晃佑
春日部

島村　健
上尾

寺門　孝彦

利根澤　正之

有泉　勝之

小幡　幸一

会田　信男

高柳　国男

岡田　信昭

平成24年9月27日

佐々木　直之
大宮北東

遠藤　修一

川鍋　秀雄
庄和

坂下　利夫

平成24年8月31日
浦和中

下重　喜平

小暮　昭弘

川口
平成24年9月28日

西　幸治

八潮
平成24年9月5日

浦和東
平成24年8月31日

北　清治

岡村　藤美
浦和東浦和東

平成24年8月31日

M･P･H（5）

松永　兼冶
岩槻

平成24年9月10日
春日部西

平成24年9月26日

M･P･H（4）M･P･H（3）

平成24年9月27日

高木　康夫
幸手中央

真野　多加史
川口

平成24年10月5日

田中　德尚

戸田西
平成24年9月25日

川口中央
平成24年10月4日

越谷東
平成24年9月25日

駒崎　繁夫

野崎　昌雄

大宮
平成24年9月27日

永嶋　良一

島根　常二

浦和東
平成24年8月31日

吉村　雅男

古川　益好
八潮

平成24年9月26日

春日部
平成24年9月3日

田村　晃佑

平成24年9月10日

松永　兼冶
岩槻

春日部
平成24年9月3日

小島　喜久雄

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

米
山
奨
学
会

柳沢　裕二

新
会
員

※これらは、編集締切日時点で分かった方の情報です。来月に載る方もいらっしゃいますので、予めご了承ください。

田中　作次

大口寄付（$1,015,976)

大口寄付（$14,200)

大口寄付（$12,380)

野口　功
浦和東

平成24年8月31日

國光　勝三
浦和東

平成24年8月31日

平成24年8月10日

M･P･H（5）

平成24年8月31日

大熊　信

M･P･H（5） M･P･H（8）

島根　常二
越谷東

平成24年9月25日

浦和東
平成24年8月31日

M･P･H（1）

松村　繁

梶間　順子
浦和中

平成24年8月31日

米山功労者メジャードナー（24）

米山功労者メジャードナー（22）

米山功労者メジャードナー（15）

米山功労者マルチプル（8）

米山功労者マルチプル（7）

米山功労者マルチプル（9）

米山功労者マルチプル（8）

春日部
平成24年9月6日

石井　治

P・H・F

上尾北
平成24年8月10日

竹中　一夫

P・H・F

松本　博史

川口
平成24年10月18日
大和ハウス工業(株)

建築業

大宮西
平成24年10月1日
(株)アップル
サービス業

高橋　真貴子

大宮西
平成24年10月1日

メディカル・ケアサービス（株） みくに中央クリニック
サービス業

石塚　明
上尾

平成24年10月4日
(株)ビー・ウィッシュ

広告代理業

長沼　大策

川口
平成24年10月4日
TAIYO(株)
通信機器販売

福井　大樹

川口
平成24年10月18日
(株)OKIプランニング

不動産業

出沖　幸雄

浦和ダイヤモンド
平成24年10月3日
(株)近江屋
商社

藤本　仁

浦和ダイヤモンド
平成24年10月3日

橋本真一税理士事務所
税務

橋本　真一

浦和ダイヤモンド
平成24年10月3日

関東キタック販売（株）
遊技機販売業

小林　三石

川口東
平成24年10月2日
靖建築事務所(有)
サービス・建築士

鈴木　靖則

越谷北
平成24年9月12日

(株)エスケーハウジング
住宅リフォーム

関　雄二郎

八潮みらい
平成24年9月7日
(有)勝建
総合建築

松澤　勝広

大宮シティ
平成24年8月29日
レイズ建築設計室

建築設計

高橋　一好

春日部西
平成24年8月9日

病院事務

林　利夫

川口・鳩ヶ谷武南
平成24年8月1日
(株)ピュアホームズ

介護

嶋田　悟志

春日部西
平成24年8月9日
アイアール(株)
ブランド品仕入・販売

平岡　雅康　

越谷北
平成24年9月12日
(株)髙橋設備

空調・冷暖房・換気設備

髙橋　陽一

春日部イブニング
平成24年9月25日
（株）サンブツ

運送業

神谷　英樹
浦和中

平成24年10月4日
(株)ウィステリア

飲食業

伊藤　健治

大宮西
平成24年9月25日

吉川
平成24年9月26日

渋谷　廣慶

上尾
平成24年9月20日

島村　健

金宮　文化

上尾
平成24年9月20日

大塚　崇行

名倉　勇
吉川

平成24年9月26日

大宮東
平成24年10月5日

山田　宗一

米山功労者マルチプル（4）

米山功労者マルチプル（6）

米山功労者マルチプル（5）

米山功労者マルチプル（6）

米山功労者マルチプル（6）

平成24年9月26日

根本　定一
吉川

吉川
平成24年9月26日

小野　ソノ子

上尾
平成24年9月20日

春日部
平成24年9月6日

齋藤　博重

川口モーニング
平成24年9月11日

本橋　日出夫

園部　博士

春日部
平成24年9月12日

海老原　光男

真木　吉夫
吉川

平成24年9月26日

米山功労者

吉川
平成24年9月26日

鈴木　勇

米山功労者

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者

米山功労者

平成24年9月27日

齋藤　守毅
大宮

川口
平成24年9月28日

岡村　睦美

吉川
平成24年9月26日

宮田　聰

吉川
平成24年9月26日

平井　真実

準米山功労者

会
員
情
報

会
員
情
報

ポリオ・プラス、平和センター基金

大口寄付（$216,156,21)

川口
平成24年9月28日

西　幸治

春日部
平成24年9月12日

石井　治

大口寄付（$13,589.35)

川口北
平成24年9月25日

藤原　忠雄

大口寄付（$28,487.16)

吉村　雅男
浦和東

平成24年8月31日

大口寄付（$11,070)

春日部
平成24年9月19日

M･P･H（1）

永嶋　幸男 三澤　春樹
上尾北

越谷東

M･P･H（1）

浦和中
平成24年8月31日

P・H・F

横田　松博
浦和中

平成24年8月31日

P・H・F

宮田　一雄
庄和

平成24年9月27日

P・H・F

青田　真芳
幸手中央

平成24年9月27日

ベネファクター

佐山　茂夫
川口

平成24年8月23日

ベネファクター

海老原　光男
春日部

平成24年9月3日

ベネファクター

田口　雅弘
岩槻

平成24年9月10日

ベネファクター

佐藤　美好
浦和中

平成24年9月26日

ベネファクター

小林　玖仁男
川口

平成24年9月20日

訃 

報

大熊　賢三郎
川口東

平成24年9月6日
享年　87才

つ
つ
し
ん
で

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

1
9
人

米山功労者メジャードナー（10）

越谷東
平成24年8月7日

清村　忠雄

米山功労者メジャードナー（10）

米山功労者メジャードナー（10）

米山功労者メジャードナー（10）

米山功労者マルチプル（7）米山功労者マルチプル（3）

米山功労者マルチプル（6）米山功労者マルチプル（3）

米山功労者マルチプル（4）

準米山功労者

準米山功労者

千葉　浩
吉川

平成24年9月26日

【
お
詫
び
と
訂
正
】
10
月
号
の
会
員
情
報
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　 

財
団
寄
付
を
し
て
頂
い
た
上
尾
西
R
C
の
土
岐
和
裕
会
員
の
所
属
ク
ラ
ブ
を
蓮
田
R
C
と
誤
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
申
し
上
げ
ま
す
。
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